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 序 言 

中国は金融改革を社会主義のシステムの中で行っている。本論文は、その特徴を資金調

達問題を中心に論じたものである。 

社会主義的な国家体制の下での市場経済化は、ソビエト連邦におけるレーニンのいわゆ

る NEP（New Economic Policy1921－1928）や旧ユーゴスラビアのチトー (Josip Broz 

Tito,1892－1980)の市場社会主義の経験がある。これらの経験は、社会主義からの一時的

な離脱か部分的な修正として理解されてきたが、今、中国で行われているのは、政治体制

を社会主義のまま維持し、経済システムは資本主義にするという試みである。 

これは社会主義の理念としても、政治的な理念としても初めての試みと言える。この改

革を中国は漸進主義によって行っている。漸進主義は社会主義市場経済への移行の大きな

特徴である。ソ連邦と東欧社会主義の崩壊と天安門事件からの教訓と言える。 

1917 年のロシア革命が資本主義と地球儀を 2 分するほどの社会主義の勢力圏を形成す

るということ自体も歴史上は予想しえなかったことであったが、70年後の東欧社会主義の

崩壊もまた、世界史を飾る重大事件であった。漸進的な改革は、ここから得られる最大の

教訓であった。 

中国の市場経済化は、中国の国家建設の数少ない選択肢の一つであった。抗日戦線と国

共内戦からの国民経済の復興を中国は、大躍進(1958－1961)と文化大革命(1966－1976)

によって行おうとしたが、社会主義の理念に基づく改革は、大きな社会的な混乱を招き、

経済を低迷させた。 

社会主義か資本主義かという 20 世紀の政治経済システムの選択肢の中で、社会主義的

な改革の失敗の後に残るものは、経済の市場経済化しかなかったといえる。社会主義の下

での市場経済化は、従来は部分的な市場経済の導入や小生産者の復活、労働者の自主管理

型の会社経営などを意味していたが、中国が行っている改革は、資本家と賃労働者の広汎

な復活による改革であり、資本主義そのものの経済システムの構築である。 

資本主義の建設を、共産党が支配する社会主義政権が行うところに中国の大きな特徴が

ある。市場経済の理念は、本来は自由主義であり、自由の意味は国家が経済に関与しない

ことにある。アダム・スミスの「見えざる手」に対する信頼が、市場経済を支えている。

中国はこれを国家の「見える手」によって作ろうとしているのである。ここに中国の経済

改革の特徴が表れている。 

それは市場経済化のプロセスにおいて、社会主義的な管理が浸透しているということで

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/e6/Sr-JosipBrozTito.ogg
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/e6/Sr-JosipBrozTito.ogg
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ある。野放しの市場経済ではなく、管理された市場経済であると言う点である。中国の市

場経済化の最終的な姿は現状では分かりにくいが、改革のプロセスに関しては市場の自発

性による市場経済の発展ではなく、国家が市場経済を制御しつつ行われている市場経済化

である。中国の漸進主義的な市場経済化の現実的な意味は、国家が市場経済を制御しつつ

行われている経済改革である点に求められる。 

 

本稿は、社会主義政権が行う資本主義経済の確立として特徴づけられる現代中国の経済

改革を、金融制度の改革に絞って考察するものであるが、その中でも問題関心の中心は資

金調達問題にある。 

中国の金融改革の中心的な役割は、中国人民銀行が担っている。中国人民銀行は資本主

義国の人民銀行とは異なり、政府から独立した機関ではなく、政府の銀行、国家の銀行で

ある。政府の機関として人民銀行が金融政策を担っている点が、他の国と比較した場合の

中国の金融制度の最大の特徴となっている。また、社会主義的な市場経済化の特徴もまた、

中国の金融改革と中国人民銀行の歴史を見ることで明らかになる。このため、本稿では、

「第 1 章 中国の金融制度と中国人民銀行」において、中国金融制度と人民銀行の歴史を

振り返ることにする。 

本稿が中国の資金調達問題を重視するのは、金融改革の中で最も困難な問題が生じてい

る分野の一つだからである。すなわち、社会主義国家建設の歴史と改革開放路線以降の金

融制度の整備の経緯から見て、政治が主導する経済建設、とりわけ高度に発達した現代の

金融システムを国家主導で形成することの困難さが資金調達問題に端的に表れているから

である。 

この問題は「第 2章 金融改革における資金調達問題」で扱うが、結論を先取りすれば、

具体的には以下の点である。 

第 1に、中国においては金利の自由化が十分ではなく、銀行は国際的に見ても高い利潤

率を得ている。第 2に、銀行のリスク選好が過度に低下し、企業の担保設定の際に他の企

業からの担保も要求するなど、システム全体のリスクが高まる傾向をもたらしたり、民間

企業が銀行以外からのコストの高い資金調達を強いられるなどの傾向を生んだ。第 3 に、

不動産と地方政府の地方融資平台（中国の地方政府が傘下に置く投資会社。地方政府融資

プラットフォーム。以下プラットフォームと略記）に銀行資金が集中し、社会全体の資金

コストを押し上げている。第 4 に、政府の与信管理と預金貸出管理指標の設定によって、
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商業銀行は利益を最大化するため、必然的にシャドーバンキング業務における様々な抜け

道を利用することとなった。小零細企業は担保条件も厳しく、唯一の融資方法が、シャド

ーバンキングから資金を得ることであった。結果的に企業の資金調達コストを押し上げる

ことになる。第 5に、対称性がない金融自由化である。貸付金利の自由化はかなり進んだ

が、預金金利は規制の対象になっている。貸付資金需要が多くなると、銀行間の預金の奪

い合いが展開する。ハイリターンの金融商品の販売で、銀行の預金金利が事実上の自由化

を実施している。それによって、資金のコストを押し上げる。第 6に、本来は貸付資金の

需要は、業務資本の限界効率に依存している。コストが企業の限界効率を超えた場合には、

企業は借りない。しかし、中国の現状では、プラットフォームはほとんど地方政府事業の

ため、利益を最大化するようにされていない。資本コストは企業の限界効率を超えている

にもかかわらず、貸付資金のための企業の需要は依然として減少しない。第 7に、実体経

済の金融化である。企業は貸付資金を生産に投入し、これが生産と消費の循環をもたらし

て実態経済を発展させる。しかし、今の中国では、企業は実際には生産に投入するよりも、

資産の価値を増やすために、金融資産を購入している。資産価格が急騰し、資産バブルの

要因にもなっている。 

この資金調達問題で注目を集めているのが、中国の「影子銀行」、いわゆる「シャドーバ

ンキング」問題である。シャドーバンキングは、先進資本主義国では、バブル経済の末期

に積極的に活用され、通常の規制の枠外に金融システムであることが、監督機関の目が届

かないところで様々な問題を生じさせ、バブルの崩壊を招く要因の一つになったと受け止

められている。 

先進各国の中国の影子銀行（以下、「シャドーバンキング」と表記する）を見る目も、バ

ブル経済の経験を投影したものになっている。しかし、中国のシャドーバンキングは、リ

スクの高い金融である反面、中国の金融改革において生じてきた資金調達問題を解決する

現実的な手段の一つでもある。それは、必ずしも政府にとって困った存在と言うばかりで

はなく、金融の自由化の先取りした面も持ち合わせている。政府とシャドーバンキングの

関係は、緊張関係ばかりではないということである。 

 「第 3 章 金融の自由化におけるシャドーバンキングの意義」では、中国のシャドーバ

ンキング成立の背景、役割、リスクとの関係を明らかにし、この考察を踏まえて、中国金

融システムの解明を模索する。その概要は以下のとおりである。 

中国政府のシャドーバンキング定義の中には、「正規の銀行システム」以外、という定義
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が含まれており、銀行であってもシャドーバンキングを担うことができる。またシャドー

バンキングの信用仲介機能におけるリスクが明記されている。 

シャドーバンキングの背景としては 2008 年にリーマンショックの対策として実施され

た 4 兆元の景気刺激策である。これによって中国は、インフラ整備や都市開発が加速し、

不動産会社、地方投資プラットフォーム、鉄鋼会社など、過剰投資を引き起こした。その

後、政府は準備率の引き上げなどを通じて金融引き締めに転じた。これによって、資金の

需給ギャップが拡大した。このギャップを埋める新たな資金調達手段として活用されたの

が、規制の緩いオフバランスの取引であるシャドーバンキングと言うことになる。 

中国においてシャドーバンキングが拡大した要因は、第 1にリーマンショック後の世界

的な金融危機に対応するための巨額の景気刺激策と、これにもとづくバブルの発生とバブ

ルを収束させるための金融引締め政策、という政策的なものであると言える。第 2に、金

融引締め政策にもかかわらず旺盛な資金需要があり、資金の需給ギャップが生じていたこ

とがあげられる。そして、第 3にこうした資金の需給ギャップには制度的な原因、すなわ

ち金融改革の立ち遅れや金利の市場化の遅れであり、具体的には預金金利の上限規制、法

定預金準備率の規制と預金貸出比率の規制であったことである。そして、第 4に、貸出需

要の過剰な状態は、銀行が国有企業や政府関連機関に貸し出しを行い、中小企業への貸し

出しを避ける事態を生んでいたこと、である。 

中国シャドーバンキングの特徴は、本質的に商業銀行によって支配されていることであ

る。先進国のような複雑な証券化商品および関連製品はないと言える。またレバレッジ比

率も低い。そして先進国のようなホールセールではなく小売チャネルを通じて製品を住民

や販売する企業に融資する。購入するのは主にリテール顧客である。 

中国のシャドーバンキングが銀行の非正規的な活動という特徴を持ちつつも、中国の金

融システムに対する攪乱要因として存在するのではなく、中国の金融改革の中での一種の

金融イノベーションであり、金利の市場化という金融改革の方向性に沿っており、中国政

府の目まぐるしい政策変更を緩和する機能があったと言える。 

 中国の金融改革は、中国政府の指導の下、政府銀行である中国人民銀行を中心に進行し

ている。中国経済の現状は、バブルとその崩壊現象の問題だけではなく、その背後に財政

問題や実体経済の様々な問題も抱えている。金融制度の問題は、一面では実体経済の問題

の反映でもある。 

しかし、中国の金融改革は経済改革の最終局面とも言える大きな問題である。なにより
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も金融システムは資本主義経済のもっとも複雑で高度な経済システムであり、これを社会

主義政権の下で行うことの困難さである。資金調達問題は、その困難を象徴する問題と言

える。  
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第 1章  中 国 の 金 融 制 度 と 中 国 人 民 銀 行  

は じ め に 、 本 稿 の 背 景 と な る 中 国 の 金 融 制 度 と 中 国 人 民 銀 行 の 役

割 の 変 遷 に つ い て 考 察 す る ※ 。 本 稿 の 主 題 は 、 第 2章 と 第 3章 で 論 じ

る 中 国 の 市 場 経 済 化 の 下 で の 資 金 調 達 問 題 に あ る が 、 こ の 問 題 は 、

中 国 の 社 会 主 義 建 設 の 歴 史 と 深 く 関 わ っ て い る 。  

そ こ で 第 1章 で は 、 資 金 調 達 問 題 を 理 解 す る た め の 予 備 的 考 察 と

し て 、 人 民 銀 行 を 中 心 と し た 金 融 シ ス テ ム の 歴 史 を 概 観 す る 。  

 

第 １ 節  中 国 建 国 期 に お け る 社 会 主 義 思 想 と 中 央 銀 行  

中 国 人 民 銀 行 の 設 立 は 、 1 9 4 8 年 1 2 月 で あ る 。 革 命 の 拠 点 に あ っ

た 華 北 銀 行（ 1 9 4 8 年 4 月 設 立 、河 北 省 石 家 荘 ）を 中 心 に 、北 海 銀 行

（ 1 9 3 8 年 8 月 設 立 、山 東 省 済 南 ）、西 北 農 民 銀 行 ( 1 9 4 0 年 5 月 設 立 、

剣 呑 省 延 安 )を 合 併 し て 作 ら れ た も の で あ る 。  

中 華 人 民 共 和 国 の 建 国 宣 言 は 1 9 4 9 年 1 0 月 1 日 で あ り 、こ れ と 同

時 に 人 民 銀 行 は 中 央 銀 行 と な る 。 人 民 銀 行 は 、 共 産 党 の 支 配 地 域 の

銀 行 と し て 設 立 さ れ 、 そ の 後 に 政 府 の 銀 行 と な っ た の で あ る 。  

 中 国 は 、 抗 日 戦 線 と 国 共 内 戦 の 中 で 、 長 い 間 悪 性 イ ン フ レ に 苦 し

ん で き た 。 経 済 の 混 乱 に よ っ て 物 価 は 数 百 万 倍 に な っ た と 言 わ れ て

い る 。 市 場 が 崩 壊 し 、 通 貨 シ ス テ ム も 機 能 し な く な っ て い た の で あ

る 。 イ ン フ レ と の 闘 い が 人 民 銀 行 設 立 時 の 最 大 の 課 題 で あ り 、 現 在

ま で 続 く 課 題 で あ る 。  

 中 央 銀 行 と し て の 中 国 人 民 銀 行 は 、 政 務 院 の 下 に あ る 経 済 財 政 委

員 会 の 指 導 に 置 か れ る も の と し て 設 置 さ れ た 。 政 務 院 は 、 現 在 の 国

務 院 と 同 様 、 国 家 行 政 の 中 枢 を 担 う 機 関 で あ る 。 人 民 銀 行 が こ の 直

属 の 機 関 で あ る 以 上 、 そ れ は 基 本 的 に 行 政 か ら 独 立 し た 機 関 で は な

い 。 国 の 行 政 組 織 の ひ と つ で あ り 、 そ の 地 位 も 他 の 先 進 国 に 比 べ て

低 い の で あ る 。 こ の 点 は 中 国 人 民 銀 行 の 大 き な 特 徴 で あ る 。  

 社 会 主 義 と 銀 行 と の 関 係 は 、 思 想 的 な 面 で も 複 雑 で あ る 。 金 融 の

役 割 は 、 余 剰 な 資 金 の 保 有 者 が 資 金 の 不 足 し た 企 業 に 資 金 を 融 通 す

る 際 の 仲 介 機 能 に あ り 、こ の こ と に よ っ て 、経 済 活 動 が 活 性 化 す る 。

マ ル ク ス の 『 資 本 論 』 が 説 い て い る よ う に 、 資 本 主 義 の 発 展 に と っ

て は 欠 か す こ と の で き な い シ ス テ ム で あ る 。  

                                                             
※  本 章 の 考 察 に お い て は 、 主 に 以 下 の 文 献 を 参 照 し た 。  

謝 平 『 中 国 金 融 制 度 的 選 択 』、 上 海 遠 東 出 版 社 、 1 9 9 6 年 。  

戴 相 龍 主 編 『 中 国 人 民 銀 行 五 十 年 』、 中 国 金 融 出 版 社 、 1 9 9 8 年 。  

張 秋 華 『 中 国 の 金 融 シ ス テ ム 』、 日 本 経 済 新 聞 社 、 2 0 1 2 年 。  

清 遠 随 「 1 9 5 0 - 1 9 9 0  年 代 の 中 国 金 融 」、  法 政 大 学 比 較 経 済 研 究 所

『 近 現 代 ア ジ ア 比 較 数 量 経 済 分 析 ; 3』、 2 0 0 0 年 9 月 。  

孫 瑩 「 新 旧 中 国 の 銀 行 制 度 の 変 遷 か ら 見 た 貸 出 審 査 体 制 の 脆 弱 性 」

名 城 大 学 『 名 城 論 叢 』 第 9 巻 第 4 号 、 2 0 0 9  年 ３ 月 。  

金 融 制 度 研 究 会 『 中 国 の 金 融 制 度 』 日 本 評 論 新 社 、 1 9 6 0 年 。  

http://repo.lib.hosei.ac.jp/browse?type=author&value=%E9%9A%8F%2C+%E6%B8%85%E9%81%A0
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し か し 、 資 本 主 義 が 発 展 し て 帝 国 主 義 の 段 階 に 至 る と 強 大 な 設 備

を 必 要 と す る 重 化 学 工 業 が 発 展 す る 。 こ れ に 伴 っ て 膨 大 な 資 金 が 必

要 と な り 、 資 金 は 、 株 式 に よ っ て 集 め ら れ る よ う に な る 。 株 式 会 社

の 発 達 は 、 銀 行 と 大 企 業 と の 結 び つ き を 強 く す る 。  

第 1 次 世 界 大 戦 は 、 帝 国 主 義 国 家 ど う し の 戦 争 、 つ ま り 帝 国 主 義

戦 争 で あ り 、 帝 国 主 義 の 経 済 的 な 基 礎 は 、 独 占 資 本 と 金 融 資 本 の 癒

着 と し て 理 解 さ れ て い た 。レ ー ニ ン の 主 導 し た ロ シ ア 革 命 は 第 1 次

世 界 大 戦 中 に 起 き （ 1 9 1 7 年 ）、 そ れ は 帝 国 主 義 に 対 す る 社 会 主 義 の

革 命 と し て 捉 え ら れ て い た 。 つ ま り 、 銀 行 は 金 融 資 本 で あ り 、 経 済

に と っ て 必 要 な も の で あ っ て も 、 社 会 主 義 革 命 の 主 要 な 「 敵 」 で あ

る 帝 国 主 義 の 中 心 軸 の 一 つ だ っ た の で あ る 。  

こ の 点 か ら 人 民 銀 行 の 自 立 性 は 、 社 会 主 義 に と っ て は 好 ま し い も

の で は な か っ た 。 人 民 銀 行 の 地 位 の 低 さ は 、 社 会 主 義 思 想 の 影 響 を

受 け て お り 、 こ れ は 現 在 で も 続 い て い る と 考 え ら れ る 。  

社 会 主 義 国 家 建 設 期 に お け る 人 民 銀 行 の 役 割 は 、 国 家 の 行 政 機 関

と し て 建 国 を 補 助 す る こ と で あ る 。 ソ 連 型 の 社 会 主 義 の 基 本 は 、 資

本 主 義 の 市 場 経 済 に 対 し て 中 央 集 権 型 の 計 画 経 済 を 建 設 す る こ と に

あ っ た 。  

こ う し た 役 割 を 担 う た め に 、 建 国 以 前 の 多 様 化 し た 金 融 シ ス テ ム

を 、人 民 銀 行 の 下 に 統 一 す る 。後 述 す る が 、単 一 銀 行（ モ ノ バ ン ク ）

制 度 で あ る 。 こ れ が 社 会 主 義 の 設 立 期 に お け る 中 国 人 民 銀 行 の も う

ひ と つ の 特 徴 で あ る 。  

人 民 銀 行 設 立 以 前 に は 、 中 国 に は 市 中 銀 行 も 外 国 の 銀 行 も 活 動 し

て い た 。 し か し 、 中 国 人 民 銀 行 の 設 立 に 合 わ せ て 、 外 国 の 銀 行 は 活

動 を 停 止 さ れ 、 市 中 銀 行 は 人 民 銀 行 に 移 管 さ れ た 。 単 一 の 銀 行 と な

っ た 中 国 人 民 銀 行 は 、 各 地 に 支 店 網 を 巡 ら し 、 こ の ネ ッ ト ワ ー ク に

よ っ て 、 営 業 を 行 っ た 。  

モ ノ バ ン ク 制 度 は 、 ソ 連 も 採 用 し た 制 度 で あ り 、 マ ル ク ス が 『 共

産 党 宣 言 』 の ス ロ ー ガ ン の 一 つ と し て 信 用 制 度 の 公 有 化 を 上 げ た こ

と と 合 致 し て い た 。 社 会 主 義 経 済 の 基 本 的 な イ メ ー ジ は 計 画 経 済 に

あ り 、 過 渡 期 の 計 画 経 済 を 執 行 す る 機 関 と し て 、 モ ノ バ ン ク 制 度 が

有 効 と 考 え ら れ て い た の で あ る 。  

モ ノ バ ン ク と し て の 人 民 銀 行 は 、 中 央 銀 行 と し て 人 民 元 の 発 行 を

集 中 的 に 担 う 機 関 と な っ た 。 銀 行 券 は 、 も と も と は 各 銀 行 が 手 形 割

引 業 務 を 行 う 際 に 発 行 し た も の で あ り 、 銀 行 の 取 引 の 及 ぶ 範 囲 で 限

定 的 に 流 通 し て い た 。 国 民 党 政 権 時 代 に は 、 人 民 銀 行 、 交 通 銀 行 、

中 央 銀 行 、 中 国 農 民 銀 行 が 法 貨 を 発 行 す る こ と の で き る 銀 行 で あ っ

た 。 共 産 党 政 権 は 、 こ の 任 務 を 人 民 銀 行 に 一 元 化 し た の で あ る 。 外

貨 の 流 通 も 禁 止 さ れ た 。  

各 銀 行 に 与 え ら れ て い た 通 貨 発 行 権 は 、 欧 米 で も 日 本 で も い ず れ

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%A4%E9%80%9A%E9%8A%80%E8%A1%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E6%B0%91%E5%9B%BD%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E9%8A%80%E8%A1%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E8%BE%B2%E6%B0%91%E9%8A%80%E8%A1%8C
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は 中 央 銀 行 に 集 中 さ れ る 。 中 央 銀 行 に よ る 発 券 の 集 中 は 、 多 く の 資

本 主 義 国 に 一 般 的 に 見 ら れ る こ と で あ る 。 社 会 主 義 で あ る 中 国 に と

っ て も 、 貨 幣 を 必 要 と す る 経 済 シ ス テ ム で あ る 限 り は 、 中 央 銀 行 に

よ る 発 券 の 集 中 が 効 率 的 な 貨 幣 発 行 シ ス テ ム で あ る 。  

し か し 、 当 時 中 国 の 目 指 し た 国 家 目 標 は 、 い う ま で も な く マ ル ク

ス 主 義 に 基 づ く 社 会 主 義 経 済 シ ス テ ム の 建 設 で あ っ た 。 マ ル ク ス 主

義 の 理 念 で は 、 市 場 メ カ ニ ズ ム を 媒 介 と し た 資 本 家 階 級 に よ る 労 働

者 か ら の 搾 取 を な く さ な け れ ば な ら な い 。 資 本 家 に よ る 労 働 者 か ら

の 搾 取 と 市 場 経 済 と は 必 ず し も 同 じ こ と で は な い が 、 し か し 、 市 場

経 済 が な く な れ ば 搾 取 が な く な る 、 と 考 え ら れ て い た 。 こ れ は 文 化

大 革 命 の 時 も 同 じ で あ る 。 当 時 の 社 会 主 義 思 想 で は 、 市 場 経 済 と 資

本 家 と 労 働 者 の 階 級 関 係 は 一 体 の も の と し て 考 え ら れ て い た 。  

共 産 主 義 を 実 現 さ せ る た め に は 、 市 場 で の 交 換 を 前 提 に し た 「 商

品 」 な い し 「 貨 幣 」 の 存 在 を 将 来 的 に は 人 間 社 会 か ら 追 放 し な け れ

ば な ら な い と 考 え ら れ て い た 。 社 会 主 義 は 、 こ の よ う な 理 想 社 会 へ

の 前 段 階 で あ る と さ れ て い る 。 モ ノ バ ン ク と し て の 人 民 銀 行 に よ る

発 券 の 集 中 は 、貨 幣 シ ス テ ム の 効 率 化 で は あ る が 、貨 幣 そ の も の は 、

計 画 経 済 の 発 展 に よ っ て 、 将 来 的 に は 消 え る べ き 存 在 と 見 ら れ て い

た の で あ る 。  

む ろ ん 、 社 会 主 義 政 権 が 誕 生 し て か ら 現 在 に 至 る ま で 、 中 国 経 済

の 現 実 は こ う し た 社 会 主 義 の 姿 に は ほ ど 遠 い 。 し か し 、 社 会 主 義 の

現 実 と 社 会 主 義 の 理 念 を 整 合 さ せ る 理 論 作 り は 必 要 で あ っ た 。  

中 国 の 複 雑 な 政 治 闘 争 を 背 景 と し た 「 理 論 作 り 」 な い し マ ル ク ス

主 義 に 対 す る 「 再 解 釈 」 の 仕 方 は 、 し ば し ば 各 経 済 部 門 の 機 構 の あ

り 方 や 政 府 に よ る 統 制 内 容 に 決 定 的 な 影 響 を 及 ぼ し た 。 中 国 の 改 革

開 放 以 前 の 経 済 シ ス テ ム を と ら え る 際 、 文 化 大 革 命 に 象 徴 さ れ る よ

う な イ デ オ ロ ギ ー 面 の 背 景 を 理 解 す る 必 要 が あ る 。 思 想 と し て の 社

会 主 義 と こ れ を め ぐ る 権 力 闘 争 が 、 中 国 の 金 融 シ ス テ ム の 改 変 に 大

き な 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と を 看 過 す る こ と は で き な い 。  

 

第 ２ 節  社 会 主 義 建 設 期 の 金 融 制 度 の 形 成  

１ ． 貨 幣 の 統 一  

国 民 党 時 代 に は 、 大 量 の 貨 幣 の 発 行 に よ り 悪 性 イ ン フ レ が 引 き 起

こ さ れ て い た 。  

国 民 党 政 府 は 、 銀 本 位 制 を 廃 止 し ( 1 9 3 5 )、 法 幣 制 度 を 導 入 し た 。

し か し 、 1 9 3 7年 に 中 日 戦 争 が 始 ま り 、 さ ら に そ の 後 、 国 共 内 戦 が

続 い た 。 拡 大 す る 戦 費 が 財 政 を 圧 迫 し 、「 法 幣 」 が 大 量 に 発 行 さ れ

た 。 発 行 額 は 、 戦 争 開 始 直 前 の 1 9 3 7年 6月 の 1 4億 元 、 こ れ が 1 9 4 8年

8月 に は 6 6 0兆 元 ま で 増 え た 。 物 価 の 上 昇 は 、 数 百 万 倍 と 言 わ れ て

い る 。  
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イ ン フ レ 抑 制 の た め に 、 通 貨 制 度 が 改 革 さ れ た 。  

第 1に 、 新 政 府 は 「 金 元 券 」 制 度 を 導 入 し た ( 1 9 4 8 )。 そ し て 、「 金

元 券 」 ＝ 3 0 0万 元 「 法 幣 」 で 法 幣 を 回 収 し 、 同 時 に 物 価 を 8月 1 9日

の 水 準 に 固 定 し 、 民 間 保 有 の 金 銀 お よ び 外 幣 を 9月 3 0日 ま で に 金 元

券 に 交 換 す る 仕 組 を 作 っ た 。  

そ し て 、 共 産 党 政 権 は 、 国 民 党 時 代 の 貨 幣 の 流 通 を 禁 止 し 、 人 民

幣 （ 人 民 元 ） を 唯 一 の 法 定 貨 幣 と し ( 1 9 4 7 )、 中 国 人 民 銀 行 を 唯 一 の

貨 幣 発 行 機 関 と な っ た 。  

発 行 準 備 は 金 （ ゴ ー ル ド ） で は な く 国 家 が 保 有 す る 物 資 と す る こ

と を 決 め た 。 物 資 を 担 保 に 通 貨 を 発 行 す る と い う 制 度 は 奇 妙 な 制 度

で あ る が 、 国 家 財 政 の 破 た ん 状 態 と イ ン フ レ の 最 中 の や む を 得 ざ る

制 度 で あ っ た 。  

ま た 、 金 を 担 保 と し な い こ と は 、 異 例 で は な い 。 国 際 金 本 位 制

（ 第 1次 世 界 大 戦 後 の 再 建 金 本 位 制 ） は 、 1 9 2 9年 の 恐 慌 以 降 崩 壊

し 、 第 2次 世 界 大 戦 後 の 国 際 通 貨 シ ス テ ム は 、 金 と ド ル と の 国 際 通

貨 制 度 と な っ た 。  

そ の 内 実 は 、 ア メ リ カ 以 外 の 各 国 が ア メ リ カ ・ ド ル と 固 定 為 替 相

場 制 で リ ン ク し 、 ア メ リ カ は 国 内 法 に 基 づ い て 、 各 国 の 通 貨 当 局 が

金 と の 兌 換 を 求 め た 場 合 、 1ト ロ イ オ ン ス (約 3 0グ ラ ム )＝ 3 5ド ル で

兌 換 に 応 じ る 制 度 で あ る 。 ア メ リ カ の 大 量 の 金 保 有 に 国 際 社 会 が 依

存 し た 国 際 シ ス テ ム で あ っ た 。  

中 国 の 人 民 元 は そ の 後 改 訂 を 経 て 、 現 在 の 人 民 元 は 5代 目 で あ

る 。  

第 2に 、 地 方 の 銀 行 が 発 行 し て い た 貨 幣 を 回 収 し 、 人 民 元 に 切 り

替 え た 。  

第 3に 、 個 人 は 金 と 銀 と し て は 保 有 で き た が 、 貨 幣 と し て の 金 銀

の 流 通 は 禁 じ ら れ た 。  

第 4に 、 外 国 貨 幣 の 中 国 国 内 の 流 通 を 禁 じ た 。  

ハ イ パ ー イ ン フ レ ー シ ョ ン の 抑 制 は 、 人 民 元 の 価 値 の 安 定 を 意 味

す る 。 し か し 、 政 策 手 段 は 限 ら れ て い た 。 経 済 が 混 乱 し 、 大 き な 財

政 赤 字 を 抱 え る 中 で の 増 税 や 財 政 支 出 の 増 大 は 困 難 で あ っ た 。  

こ の た め 、 1 9 5 0年 1月 に 「 人 民 勝 利 折 実 公 債 」 を 発 行 し た 。 こ れ

は 物 価 連 動 型 国 債 で 、 実 物 ベ ー ス で 価 値 を 算 定 し た 国 債 で あ っ た 。  

以 上 の よ う に 、 建 国 初 期 に は 、 人 民 元 は 唯 一 の 貨 幣 と な り 、 そ の

価 値 を 国 家 が 強 力 に 保 証 す る こ と で 、 イ ン フ レ が 比 較 的 短 時 期 に 抑

え ら れ た 。  

 

２ ． 社 会 主 義 革 命 直 後 の 金 融 機 関 の 再 編  

社 会 主 義 革 命 前 の 国 民 党 時 代 以 前 の 中 国 に お い て は 、 4つ の 官 僚

銀 行 が 存 在 し て い た 。 中 央 銀 行 、 中 国 銀 行 、 中 国 農 民 銀 行 、 交 通 銀
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行 で あ る 。 預 金 量 で は 全 体 の 9 0 %前 後 を 占 め て い た 。  

革 命 政 権 は 、 金 融 機 関 に 対 し て は 慎 重 な 姿 勢 を 示 し て い た 。 社 会

主 義 は 、 一 般 的 な 意 味 で の 国 家 の 転 覆 と は 異 な る 。 人 民 に よ る 民 主

主 義 の 実 現 で あ る 。 資 本 主 義 か ら 社 会 主 義 の 過 渡 期 に 行 わ れ る プ ロ

レ タ リ ア ー ト 独 裁 と い う 政 治 形 態 も 、 一 般 的 な 意 味 で は 民 主 主 義 に

対 す る 制 約 で は あ る が 、 労 働 者 や 農 民 と い う 多 数 の 支 配 と い う 意 味

で は 、 民 主 主 義 の 前 進 と 考 え ら れ て い た 。 プ ロ レ タ リ ア ー ト 独 裁 の

後 に は 、 政 治 的 に も 経 済 的 に も 人 間 の 平 等 が 保 証 さ れ る 社 会 主 義 と

共 産 主 義 が 予 定 さ れ て い た 。  

し た が っ て 、 金 融 部 門 に 対 す る 当 時 の 社 会 主 義 政 権 の 対 応 は 複 雑

で あ る 。 帝 国 主 義 の 担 い 手 は 、 株 式 会 社 の シ ス テ ム に お け る 重 化 学

工 業 と 金 融 資 本 の 癒 着 に あ っ た 。 レ ー ニ ン 以 来 の 社 会 主 義 の 共 通 認

識 で あ る 。 し か し 、 同 時 に 資 本 主 義 の 最 高 の 発 展 段 階 を も た ら し た

の も 金 融 資 本 の 力 で あ っ た 。 金 融 に 対 す る 社 会 主 義 政 権 の 対 応 は 、

こ の 後 大 き く 揺 れ 動 く 。 い わ ば 手 探 り の 状 態 で あ っ た 。  

社 会 主 義 政 権 誕 生 後 、ま ず 国 家 に よ る こ れ ら の 銀 行 に 対 す る 没 収・

接 収 が 行 わ れ た 。 た だ し 、 中 国 銀 行 、 交 通 銀 行 に あ っ た 民 族 資 本 の

部 分 に 対 し て 、 民 主 革 命 の 理 念 に 従 い 、 没 収 は 行 わ れ な か っ た 。 民

族 資 本 は 、 社 会 主 義 政 権 の 許 容 範 囲 と み な さ れ て い た 。  

中 国 銀 行 の 場 合 は 、 人 民 政 府 に よ る 接 収 後 も 、 業 務 は 従 来 通 り 続

け ら れ た 。 接 収 に 際 し て は 、 非 流 通 株 で あ る 官 株 を 没 収 し 、 流 通 株

で あ る 私 株 は 没 収 さ れ な か っ た た め 、中 国 銀 行 は 国 有 銀 行 で は な く 、

公 私 合 営 銀 行 と な っ た 。 と は い え 、 幹 部 の 人 事 は 、 政 府 関 係 者 が 掌

握 し 、 ま た 、 業 務 は 為 替 業 務 の 専 門 銀 行 と さ れ た 。 本 店 は 上 海 か ら

北 京 へ 移 さ れ ( 1 9 4 9 )、 中 国 人 民 銀 行 の 下 で の 制 限 の 範 囲 で 外 国 為 替

業 務 を 担 当 す る こ と と な っ た 。 中 国 銀 行 は 、 為 替 業 務 を 担 当 す る 銀

行 で は あ る が 、 人 民 銀 行 の 統 制 下 に お か れ た と い え る 。  

交 通 銀 行 に 対 し て も 同 様 の 処 置 が と ら れ た 。 す な わ ち 、 非 流 通 株

（ 官 株 ） が 没 収 さ れ 、 流 通 株 （ 私 株 ） が 民 間 の 所 有 と な っ た 。 取 締

役 会 な ど の 幹 部 職 員 は 政 府 関 係 者 に 占 め ら れ た が 、 職 員 は 解 雇 さ れ

な か っ た 。  

交 通 銀 行 の 業 務 は 、 建 設 投 資 業 務 の 監 督 と 公 私 合 営 企 業 へ の 投 資

の 管 理 と な っ た 。 交 通 銀 行 の 本 店 も 、 上 海 か ら 北 京 へ 移 さ れ た 。 し

か し 、 中 国 人 民 建 設 銀 行 の 設 立 （ 1 9 5 4） に よ っ て 、 建 設 投 資 業 務

の 監 督 は 、 交 通 銀 行 か ら 建 設 銀 行 に 移 さ れ た 。 交 通 銀 行 は 、 公 私 合

営 企 業 へ の 長 期 信 用 業 務 の 処 理 の み を 扱 う こ と と な っ た 。  

ま た 、 非 流 通 株 の 没 収 に よ る 公 私 合 営 企 業 へ の 編 成 と 政 府 に よ る

管 理 と い う 同 様 の 措 置 が 取 ら れ た の が 、 新 華 信 託 貯 蓄 銀 行 、 中 国 実

業 銀 行 、 四 明 商 業 貯 蓄 銀 行 、 中 国 通 商 銀 行 な ど で あ る 。 社 会 主 義 政

権 の 敵 対 勢 力 と し て 位 置 づ け ら れ た の が 、 地 主 な ど の 旧 勢 力 や 外 国
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資 本 と の つ な が り の 強 い 、 い わ ゆ る 官 僚 資 本 で あ る 。  

大 規 模 官 僚 資 本 は 、 す べ て 国 家 に よ っ て 没 収 さ れ 国 有 化 さ れ た 。  

中 国 農 民 銀 行 、 中 央 合 作 金 庫 、 郵 政 貯 金 局 、 中 央 信 託 局 な ど は 、

接 収 後 業 務 を 停 止 さ せ ら れ 、 中 国 人 民 銀 行 に 編 入 さ れ た 。  

他 方 、 外 国 銀 行 に 対 し て は 、 即 座 に 営 業 停 止 は 行 わ な か っ た が 、

法 と 規 制 に よ る 管 理 を 強 化 し 、 締 め 付 け を 強 め た 。 こ の こ と に よ っ

て 、 外 国 の 金 融 資 本 が 社 会 主 義 政 権 下 の 中 国 で 営 業 を 続 け る 魅 力 は

な く な り 、 中 国 か ら 撤 退 す る こ と を 余 儀 な く さ れ た 。  

人 民 政 府 は 、 国 民 党 時 代 の 中 央 銀 行 や 地 方 銀 行 の 官 僚 資 本 に よ る

金 融 機 関 を 没 収 し た が 、 銭 荘 な ど の 伝 統 的 金 融 機 関 や 中 小 の 金 融 機

関 は 、 政 府 の 管 理 の 下 、 公 私 合 営 と し て の 営 業 が 認 め ら れ た  

社 会 主 義 建 設 の 最 初 の 課 題 は 、 商 工 業 よ り も 金 融 業 に 置 か れ た 。

金 融 は 、 思 想 的 な 経 緯 か ら し て も 、 社 会 主 義 経 済 に お け る 位 置 づ け

の 難 し さ か ら し て も 最 重 要 課 題 で あ っ た 。  

そ の 経 緯 は 錯 綜 し て い た が 、 私 営 銀 行 を 5つ の 総 管 理 機 構 に 統 合

し 、 最 終 的 に は 、 1 9 5 2  年 11  月 、 中 国 人 民 銀 行 の 勧 告 に よ り ５ つ

の 総 管 理 機 構 を 合 併 し 、 1 2  月 に 中 国 人 民 銀 行 の 指 導 と 監 督 を 受 け

る 単 一 の 公 私 合 営 銀 行 連 合 管 理 機 構 を 設 立 し た 。 こ れ に よ り 、 私 営

金 融 機 関 は 消 滅 し た 。 中 国 の 銀 行 シ ス テ ム は 、 国 家 銀 行 と 公 私 合 営

銀 行 の ２ つ に 統 合 さ れ た 。  

中 央 集 権 化 と 計 画 経 済 は 、 当 時 の 社 会 主 義 の 基 本 政 策 で あ っ た 。

こ の 点 か ら す れ ば 、 金 融 機 関 の 統 合 と 国 家 管 理 は 、 社 会 主 義 建 設 そ

の も の と 言 え た 。  

金 融 機 関 以 外 の 商 工 業 の 社 会 主 義 化 も 、 計 画 経 済 と 中 央 集 権 化 を

基 本 と し て 行 わ れ る 。「 大 躍 進 」や「 文 化 大 革 命 」も ま た 、こ う し た

社 会 主 義 建 設 の 路 線 の 中 で 行 わ れ て い っ た 。  

中 国 金 融 シ ス テ ム の 柱 を な す 中 国 人 民 銀 行 は 、 中 国 の 最 高 行 政 府

で あ る 国 務 院 の 一 機 関 で あ り 、 国 務 院 か ら の 独 立 性 は な い 。 現 在 で

も 同 様 で あ る 。  

 

３ ． 建 国 に よ る 新 中 国 の 金 融 シ ス テ ム の 特 徴  

こ こ で は 、 建 国 後 の 新 中 国 の 金 融 シ ス テ ム の 骨 格 を 成 す 主 要 な 金

融 機 関 の 概 要 と 特 徴 に つ い て 説 明 し た い 。  

何 よ り も 、 個 々 の 銀 行 に つ い て 説 明 す る 前 に 確 認 し て お く 必 要 が

あ る こ と は 、 新 中 国 は 社 会 主 義 国 で あ り 、 国 家 計 画 に よ り 運 営 さ れ

る 国 で あ る と い う こ と で あ る 。 し た が っ て 、 銀 行 の 性 格 も 、 国 家 の

計 画 に 従 っ て 国 有 企 業 や プ ロ ジ ェ ク ト に 資 金 を 配 分 す る た め の 仲 介

機 関 に 変 容 す る 。 そ れ は 、 形 式 的 に 貸 付 と い う 形 を と っ た と し て も

同 様 で あ る 。 も は や 、 銀 行 が 自 ら の 責 任 で 貸 出 審 査 を 遂 行 し 、 与 信

を 実 施 す る シ ス テ ム で は な い の で あ る 。  
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中 国 人 民 銀 行 は 、 中 国 金 融 シ ス テ ム の 中 核 と し て 、 唯 一 の 通 貨 発

行 権 を 持 つ 銀 行 で あ り 、 か つ 革 命 後 の 改 革 を 通 し て 基 本 的 に は 唯 一

の 商 業 銀 行 と し て 確 立 し た 。 銀 行 は 中 国 人 民 銀 行 だ け と い う 単 一 銀

行 制 度 、 モ ノ バ ン ク 制 度 で あ る 。  

1 9 5 2  年 末 の 時 点 で 、中 国 人 民 銀 行 の 分 店・支 店 の 数 は １ 万 1 0 8 9、

全 国 の 金 融 業 全 体 に 占 め る 比 率 は 、店 舗 数 で 9 7％ 、保 有 資 金 及 び 貸

出 金 額 で 約 9 9％ で あ っ た 。  

な お 、付 言 す れ ば 、国 務 院 の「 国 家 機 関 の 現 金 管 理 規 定 」（ 1 9 5 0）

に よ り 、 中 国 の 国 営 会 社 や 国 家 機 関 、 軍 隊 な ど は 、 一 定 額 以 上 の 現

金 は 、 中 国 人 民 銀 行 に 預 け る こ と が 義 務 付 け ら れ て い た 。 中 国 人 民

銀 行 は 、 中 国 の 現 金 管 理 の 政 策 を 担 っ て い た の で あ る 。  

関 連 条 文 は 以 下 の と お り で あ る 。  

・「 一 切 の 軍 隊 ・ 政 府 機 関 と 公 営 企 業 の 現 金 は 若 干 の 短 期 使 用 の

も の を 除 き 、 一 律 に 国 家 銀 行 に 預 け 入 れ 、 個 人 に 対 し て 融 資 す る 事

を 禁 じ 、 民 間 の 銀 行 、 銭 荘 に 預 け 入 れ る こ と は で き な い 。」（「 財 政

経 済 の 統 一 工 作 に 関 す る 決 定 」 の 第 8  条 ）  

・「 中 国 人 民 銀 行 を 現 金 の 執 行 機 関 に 指 定 し 、 一 切 の 公 営 企 業 、

機 関 、 部 隊 お よ び 合 作 社 な ど の 所 有 す る 現 金 お よ び 手 形 は 手 許 に 保

留 を 許 さ れ る 規 定 の 額 を 除 く 以 外 は 、 中 国 人 民 銀 行 の 預 金 弁 法 に し

た が っ て 必 ず 所 在 地 の 中 国 人 民 銀 行 あ る い は そ の 依 託 機 関 に 預 金 す

る こ と と し 、 民 営 の 銀 行 、 銭 荘 に 預 け る こ と を 得 な い 。」（「 国 家 機

関 の 現 金 管 理 に 関 す る 決 定 」）  

・「 各 部 隊 、 機 関 、 国 営 企 業 、 団 体 、 合 作 社 間 の 、 同 一 地 域 間 及

び 国 際 間 の 一 切 の 取 引 は 、 全 部 中 国 人 民 銀 行 の 振 替 決 済 に よ ら な け

れ ば な ら な い 。」（「 貨 幣 管 理 施 行 法 」 第 ４ 条 ）  

こ れ に よ っ て 、 中 国 人 民 銀 行 の 貸 付 能 力 は 向 上 し 、 短 期 信 用 を 集

中 す る こ と と な っ た 。 企 業 間 信 用 や 貸 借 は 禁 止 さ れ て い た 。  

中 国 人 民 建 設 銀 行 は 、 国 営 銀 行 と し て 設 立 さ れ た ( 1 9 5 4 )。 財 政 部

に 直 属 し 、 そ の 任 務 は 「 国 家 予 算 が 基 本 建 設 の た め 支 出 す る 資 金 を

預 か り 、 又 各 種 国 営 企 業 ・ 国 家 機 関 が 独 自 で 蓄 積 し た 基 本 建 設 資 金

を 集 中 し て 、 国 家 の 承 認 し た 計 画 ・ 予 算 ・ 監 督 の も と に 支 出 す る 」

こ と で あ る 。  

交 通 銀 行 の 設 立 は 早 く 、 1 9 0 8  年 で あ る 。 国 民 党 政 府 時 代 の 発 券

銀 行 で あ り 、 先 述 の と お り 、 革 命 後 公 私 合 営 銀 行 と な っ た 。 同 行

は 、 国 家 予 算 で 行 わ れ る 建 設 計 画 に 資 金 交 付 を 行 っ て い た が 、 中 国

人 民 建 設 銀 行 の 設 立 ( 1 9 5 4 )に 伴 い 、 建 設 計 画 へ の 資 金 供 与 の 業 務

は 、 人 民 建 設 銀 行 に 移 り 、 交 通 銀 行 の 任 務 は 公 私 合 営 企 業 へ の 長 期

信 用 業 務 の 処 理 と な っ た 。  

中 国 銀 行 は 1 9 11年 に 創 立 さ れ 、国 民 党 政 府 時 代 に は 、交 通 銀 行 と

同 様 、 発 券 銀 行 で あ っ た 。 革 命 後 、 先 に 述 べ た よ う に 、 公 私 合 営 銀
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行 に 改 組 さ れ 、 外 国 為 替 専 門 銀 行 と し て 業 務 展 開 し て い る 。 ま た 、

農 業 分 野 を 担 当 す る 金 融 機 関 も 、 さ ま ざ ま な 試 行 錯 誤 を 経 て 、 中 国

農 業 銀 行 が 作 ら れ た ( 1 9 5 5 )が 、 人 民 銀 行 に 合 併 さ れ た ( 1 9 5 7 )。  

な お 、 新 中 国 に お け る 国 営 銀 行 と 利 子 に 対 す る 考 え 方 は 次 の よ う

で あ る 。  

「 国 家 銀 行 に 集 中 さ れ た 資 金 は 、 貸 付 資 本 で な く 、 国 家 の 予 算 資

金 で あ り ……（ 中 略 ） ……。 国 家 銀 行 は 、 貸 付 資 本 の ブ ロ ー カ ー で

は な く 、 国 家 が 計 画 的 に 資 金 を 分 配 す る た め の 機 関 で あ る 。 銀 行 が

受 取 る 利 子 に つ い て い え ば 、 そ れ は 借 り 入 れ 資 金 を 暫 時 使 用 す る こ

と に 対 し て 企 業 が 支 払 う 純 収 入 の 一 部 分 で あ る 。 銀 行 が 支 払 う 利 子

に つ い て い え ば 、 そ れ は 遊 休 資 金 を 銀 行 に 預 け 入 れ て く れ た 企 業 に

対 す る 一 種 の 報 酬 で あ る 。 一 般 貯 金 に 対 す る 利 子 は 一 種 の 物 質 的 奨

励 で あ る 」。 (金 融 制 度 研 究 会 『 中 国 の 金 融 制 度 』 日 本 評 論 新 社 、

1 9 6 0、 2 6 5頁 )  

国 営 銀 行 は 、 貸 付 資 本 の よ う な 金 融 ブ ロ ー カ ー で は な く 、 あ く ま

で も 、 国 家 の 経 済 運 営 に 従 っ て 、 資 金 配 分 を 担 う 機 関 と し て 位 置 づ

け ら れ て い た 。 こ の た め 、 市 場 に よ っ て 利 子 が 決 ま る シ ス テ ム は 機

能 し な い 。  

実 際 に は 、当 時 は イ ン フ レ が ひ ど く 、貸 付 金 利 が 月 利 6 9％ に 達 し

て い た 。 利 子 に 対 す る 規 制 は 、 イ ン フ レ に 対 す る 対 策 と し て 大 き な

意 味 を 持 っ て い た の で あ る 。そ の 後 、人 民 銀 行 は 引 き 下 げ に 成 功 し 、

1 9 5 9  年 １ 月 に は 、月 利 0 . 6％ と な っ た 。預 金 金 利 は 、1年 以 上 の 定 期

預 金 （ 一 般 預 金 ） で 月 利 0 . 4％ と な っ て い る 。  

 

第 3節  改 革 開 放 以 前 の 金 融 改 革  

1． 中 国 に お け る 社 会 主 義 建 設 の 課 題  

マ ル ク ス の 唯 物 史 観 の 説 く と こ ろ で は 、 社 会 主 義 革 命 は 、 発 展 し

た 資 本 主 義 国 で 生 じ る 。 唯 物 史 観 で は 、 生 産 力 と 生 産 関 係 の 矛 盾 に

よ っ て 革 命 が 発 生 し 、 新 し い 経 済 シ ス テ ム へ と 発 展 す る 。 こ の 理 解

か ら す れ ば 、 十 分 に 生 産 力 の 発 展 し た 資 本 主 義 国 に お い て 社 会 主 義

革 命 が 起 こ る こ と に な る 。  

し か し 、 現 実 の 社 会 主 義 革 命 は 、 唯 物 史 観 の 説 く 歴 史 観 と は 異 な

っ た も の で あ っ た 。 政 治 的 混 乱 の 起 き た と こ ろ に 革 命 が 発 生 し た 。  

1 9 1 7年 の ロ シ ア 革 命 も 、資 本 主 義 の 後 発 国 で あ る ロ シ ア で 起 き た

も の で あ る 。ロ シ ア 革 命 は 、第 1次 世 界 大 戦 で 帝 政 ロ シ ア が 疲 弊 す る

政 治 的 な 混 乱 の 中 で 行 わ れ た 。 戦 争 を 内 乱 へ 、 と い う の が レ ー ニ ン

の 革 命 戦 略 で あ っ た 。  

中 国 革 命 も 同 様 で あ る 。 中 国 革 命 は 、 抗 日 戦 争 と 国 民 党 と の 内 戦

と い う 長 期 に わ た る 戦 乱 の 中 で 生 ま れ た 。 国 民 経 済 が 荒 廃 す る 中 で

の 革 命 で あ っ た 。 成 熟 し た 資 本 主 義 国 の 革 命 で は な い 。  
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第 2次 世 界 大 戦 後 は 、 ア メ リ カ と ソ ビ エ ト 連 邦 を 軸 と す る 東 西 の

冷 戦 構 造 が 定 着 す る 。 1 9 5 0年 6月 に は 朝 鮮 戦 争 も 勃 発 し 、 中 国 は 、

志 願 兵 の 形 で は あ る が 、 膨 大 な 数 の 兵 員 を こ の 戦 争 に 動 員 す る 。  

ア メ リ カ の 中 国 封 じ 込 め 政 策 、 さ ら に は 社 会 主 義 国 ど う し の 深 刻

な 中 ソ 対 立 も 生 じ た 。 中 ソ の 軍 事 的 な 対 立 が 国 境 紛 争 を も た ら す 事

態 と も な っ た 。  中 国 の 社 会 主 義 革 命 と 革 命 に 続 の 社 会 主 義 建 設

は 、 国 内 の 政 治 的 経 済 的 な 混 乱 と 深 刻 な 国 際 的 政 治 的 対 立 の 中 で 行

わ れ た 。 マ ル ク ス の 唯 物 史 観 の 説 く 社 会 主 義 建 設 の 条 件 と は あ ま り

に も 違 い す ぎ て い た 。  

中 国 の 社 会 主 義 建 設 は 、 国 民 経 済 の 形 成 と 共 に 行 わ ざ る を 得 な か

っ た 。 疲 弊 し た 経 済 の 下 で の 社 会 主 義 の 建 設 を マ ル ク ス の 理 論 か ら

導 く こ と は 困 難 で あ り 、 試 行 錯 誤 の 連 続 の 中 で 行 わ れ て き た 。 社 会

主 義 の 理 念 を 堅 持 し つ つ 現 実 の 経 済 と ど う 立 ち 向 か う か 、 こ れ が 最

大 の 課 題 で あ っ た 。 中 央 集 権 と 計 画 経 済 を 社 会 主 義 経 済 の 基 本 で あ

っ た 。 戦 時 体 制 を 継 承 し て 社 会 主 義 建 設 が 進 め ら れ た 。 ま ず こ こ で

は 、 改 革 開 放 以 前 の 社 会 主 義 建 設 の 状 況 を 見 て お こ う 。  

 

2． 中 央 集 権 型 経 済 の 確 立 と 中 国 人 民 銀 行  

中 国 の 計 画 経 済 は 1 9 5 3年 か ら 始 ま っ た 。 物 価 は 徐 々 に 安 定 し

た 。 経 済 政 策 は ソ ビ エ ト 連 邦 の 計 画 経 済 を モ デ ル に し て い た 。 こ の

た め ソ ビ エ ト 連 邦 と 同 様 、 重 工 業 が 中 国 経 済 の 中 心 で あ っ た 。 計 画

経 済 重 視 の 考 え 方 か ら 、 財 政 出 動 を 重 視 す る 政 策 が 取 ら れ る よ う に

な っ た 。 中 国 人 民 銀 行 は 国 家 の 銀 行 と し て 、 国 の 貸 出 を 統 一 的 に 管

理 し 、 同 時 に 全 国 の 銀 行 の 経 営 の 管 理 も 行 っ た 。 そ の 業 務 の 中 心

は 、 貸 出 と 現 金 と 決 算 、 で あ っ た 。  

中 国 政 府 は 高 度 な 中 央 集 権 型 制 度 を と り 、 人 民 銀 行 は 総 合 信 用 貸

出 計 画 を 設 計 し た 。 す べ て の 預 金 が 人 民 銀 行 に 集 中 的 に 統 一 的 さ

れ 、 本 部 が 計 画 的 に 貸 出 を 管 理 し た 。 す べ て の 貸 出 は 本 部 に よ っ て

指 示 さ れ た の で あ る 。  

計 画 経 済 体 制 の 下 、 財 政 の 任 務 は 国 家 の 建 設 資 金 集 め と 分 配 に あ

っ た 。 中 国 人 民 銀 行 は 、 貨 幣 を 調 達 し 、 流 動 資 金 を 供 給 す る 。 こ の

時 期 に 、 長 期 資 金 と 無 償 資 金 と 定 額 資 金 を 政 府 が 管 理 し 、 短 期 資 金

と 有 償 資 金 と 超 過 資 金 を 人 民 銀 行 が 担 当 す る こ と と 。 こ の 制 度 は 、

ほ ぼ 1 9 7 8年 ま で 続 い た 。  

第 1次 5カ 年 計 画 の 時 期 に 、 中 国 は 中 央 集 権 型 の 国 家 銀 行 シ ス テ

ム を 確 立 し た 。 中 国 人 民 銀 行 は 、 権 力 の 集 中 と 分 散 を 繰 り 返 し な が

ら 、 モ ノ バ ン ク と し て 確 立 し て い く 。  

中 国 人 民 銀 行 の モ ノ バ ン ク 体 制 の 確 立 過 程 は 、 以 下 の よ う に 整 理

さ れ る 。  

1 9 4 9  ∼  5 2   中 国 人 民 銀 行 、 中 国 人 民 建 設 銀 行 、 中 国 銀 行 、 交 通
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銀 行 な ど の 銀 行 の 設 立 や 私 営 銀 行 の 社 会 主 義 的 な 改 革 な ど

に よ る 国 内 金 融 シ ス テ ム の 樹 立 。  

1 9 5 3 ∼  1 9 5 7  第 1次 5ヵ 年 計 画  

大 規 模 経 済 建 設 。 重 化 学 工 業 を 中 心 と す る 国 営 工 業 へ の 積

極 的 な 貸 出 し 。 国 営 工 業 を 発 展 さ せ る た め の 積 極 的 な 資 金

の 貸 出 し 。 5年 間 で 貸 付 金 額 が 2 . 3  倍 、 工 業 生 産 額 が 1 . 3  

倍 、 重 工 業 生 産 額 が 2 . 1  倍 に 増 加 。 ま た 、 こ の 時 期 の 実 質

経 済 成 長 率 は 、 年 率 ８ ％ 。  

1 9 5 4  中 国 人 民 建 設 銀 行 設 立 。  

1 9 5 5  中 国 農 業 銀 行 設 立 。  

工 商 業 貸 付 業 務 を 人 民 銀 行 に 移 管 。  

為 替 業 務 を 中 国 銀 行 に 移 管 。  

1 9 5 6  公 私 合 営 銀 行 は 中 国 人 民 銀 行 の 中 に 吸 収 。  

1 9 5 6   9  月 劉 少 奇 の 宣 言 ：「 人 民 政 府 は す べ て の 私 営 銀 行 と 銭

荘 を 国 家 銀 行 の 指 導 を 受 け る 統 一 的 な 公 私 合 営 銀 行 に 改 造

し 、 国 家 が 銀 行 の 信 用 付 け 、 保 険 業 務 お よ び 金 ・ 銀 ・ 外 国

為 替 の 売 買 を 集 中 的 に 経 営 す る よ う に な っ た 」 (中 国 共 産

党 第 8  期 全 国 代 表 大 会 )  

1 9 5 7  中 国 農 業 銀 行 と 中 国 交 通 銀 行 が 中 国 人 民 銀 行 に 吸 収 。  

1 9 5 8  中 国 人 民 建 設 銀 行 が 中 国 人 民 銀 行 に 吸 収 。  

以 上 の 経 緯 に よ り 、 改 革 開 放 時 に 至 る ま で 、 中 国 の 金 融 シ ス テ ム

は 、 中 国 人 民 銀 行 、 中 国 銀 行 （ 為 替 業 務 を 担 当 ）、 そ し て 農 村 信 用

協 同 組 合 だ け で あ っ た 。 ま た 、 保 険 業 も 廃 止 さ れ た 。  

中 国 人 民 銀 行 は 、 通 貨 の 発 行 、 金 融 政 策 の 執 行 、 国 庫 の 出 納 、 企

業 部 門 に 対 す る 預 金 ・ 貸 付 業 務 も 行 う 商 業 銀 行 で も あ っ た 。 株 式 、

証 券 、 保 険 、 信 託 、 リ ー ス な ど は す べ て 廃 止 さ れ 、 残 っ た 金 融 部 門

は 中 国 人 民 銀 行 が ほ ぼ 独 占 し た 。 金 融 業 に お け る 中 央 集 権 が 出 来 上

が っ た の で あ る 。  

中 国 人 民 銀 行 は 、 全 国 に 本 部 か ら 支 店 と い う 体 制 を 確 立 し 、 信 用

貸 出 と 外 国 為 替 管 理 の 両 面 を 集 中 的 に 統 括 し た 。 金 融 政 策 と し て

は 、 貸 出 計 画 と 資 金 管 理 な ど の 行 政 手 段 を 使 い 、 総 量 管 理 を 行 っ

た 。 外 国 為 替 政 策 に は 、「 集 中 管 理 、 統 一 経 営 」 の 制 度 で 、 外 貨 収

支 の バ ラ ン ス を 確 保 し た 。 た だ し 、 当 時 の 中 国 は 実 質 的 に は 封 鎖 経

済 の 状 態 で あ り 、 対 外 関 係 は 大 き な 意 味 は 持 っ て い な い 。  

計 画 経 済 の 下 、 中 国 人 民 銀 行 は 与 信 管 理 を 徹 底 し た 。 社 会 主 義 的

な 中 央 集 権 化 は 、 金 融 部 面 で も 行 わ れ た 。 各 支 店 の 預 金 は 本 部 に 集

中 し 、 本 部 は 貸 出 の 指 標 を 確 認 し 、 国 家 部 門 の 審 査 と 承 認 を 経 て 融

資 す る 。  

計 画 経 済 の 下 で 、 金 融 機 関 が 果 た す 役 割 は 低 い 。 い わ ば 出 納 係 的

な 役 割 で あ る 。 中 央 銀 行 と し て の 中 国 人 民 銀 行 の 自 主 性 は 次 第 に 失
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わ れ て い く 。 こ の 時 期 の 融 資 は 担 保 主 義 で あ り 、 担 保 の な い 貸 出

は 、 基 本 的 に 制 限 あ る い は 禁 止 さ れ た 。  

中 国 人 民 銀 行 の 政 策 に と っ て の 最 大 の 課 題 は 、 イ ン フ レ の 抑 制 で

あ っ た 。 こ の た め 、 戦 後 復 興 が 各 国 の 主 要 な 政 策 課 題 と な っ た 。  

 

3． 第 2次 世 界 大 戦 後 の イ ン フ レ  

第 2次 世 界 大 戦 は 、世 界 中 を 巻 き 込 ん だ 総 力 戦 で あ り 、戦 争 の 終 結

時 に は 、 各 国 経 済 は 例 外 な く 崩 壊 状 態 に あ っ た 。 世 界 各 国 に と っ て

は 、 共 通 に 、 崩 壊 し た 国 民 経 済 の 再 建 が 最 大 の 課 題 と な っ た 。 各 国

は 、 い わ ゆ る ケ イ ン ズ 政 策 を 採 用 し 、 財 政 政 策 を 政 策 の 基 本 に 据 え

て 、 経 済 の 再 建 と 成 長 を 達 成 し て い っ た 。  

多 く の 国 と 同 じ よ う に 、 物 価 水 準 の 安 定 化 は 改 革 開 放 以 前 の 中 国

に お け る マ ク ロ 的 な 経 済 管 理 の 最 大 の 目 標 で あ っ た 。 建 国 直 前 の 国

民 党 政 権 に お い て は 、 戦 争 混 乱 時 に 天 文 学 的 数 字 の イ ン フ レ が 生 じ

て い た 。 共 産 党 政 府 に と っ て は 、 物 価 安 定 は 急 務 で あ り 、 政 治 的 に

も 最 大 の 関 心 事 で あ っ た 。  

人 民 幣 （ 人 民 元 ） の 発 行 お よ び そ の 流 通 量 の 調 節 は 、 中 国 人 民 銀

行 の も っ と も 重 要 な 業 務 内 容 の 一 つ と な る 。  

 

4． 中 国 の 伝 統 的 イ ン フ レ 対 策  

社 会 主 義 建 設 を 目 標 と す る 中 国 に は 、 公 開 市 場 操 作 、 準 備 率 な い

し 公 定 歩 合 の 変 更 な ど 、 先 進 諸 国 に み ら れ る 標 準 的 な 金 融 調 節 手 段

は 存 在 し な か っ た 。  

こ の た め 、 中 国 で は 、 マ ネ ー サ プ ラ イ の コ ン ト ロ ー ル が 物 価 抑 制

の 重 要 な 手 段 と し て 考 え ら れ て い た 。 い わ ゆ る 貨 幣 数 量 説 に 基 づ く

政 策 で あ る 。  

貨 幣 数 量 説 は 、 1 6世 紀 に 中 南 米 か ら ヨ ー ロ ッ パ に 金 や 銀 が 大 量 に

流 入 し 、 こ れ を き っ か け に 物 価 が 上 昇 す る 。 金 や 銀 が 貨 幣 の 時 代 の

物 価 の 上 昇 は 異 例 で あ り 、 こ の 現 象 を 説 明 す る た め に 貨 幣 数 量 説 は

形 成 さ れ た 。 す な わ ち 、 貨 幣 （ 当 時 は 金 や 銀 ） の 増 加 が 物 価 上 昇 の

原 因 で あ る 、と す る 学 説 で あ る 。こ の 学 説 は 、 1 7世 紀 か ら 1 8世 紀 に

か け て 確 立 さ れ 、 そ の 後 の 経 済 学 の 主 流 学 説 の 一 つ と な る 。 現 在 の

主 流 派 経 済 学 で あ る マ ネ タ リ ズ ム は 、 こ の 流 れ に 属 す る 。  

し か し 、 こ の 学 説 は 、 成 立 時 か ら 賛 否 両 論 が あ り 、 マ ル ク ス は こ

の 学 説 を 否 定 し 、 ケ イ ン ズ も こ の 学 説 を 採 用 し て い な い 。 ま た 、 現

在 の 日 本 に み ら れ る よ う に 、 貨 幣 量 の 増 加 が 物 価 に 影 響 し な い 事 態

が し ば し ば み ら れ て お り 、 こ の 学 説 自 体 が 疑 問 視 さ れ る よ う に な っ

て き て い る 。  

し か し 、 中 国 で は 伝 統 的 に 貨 幣 量 に よ る 物 価 の 調 節 の 効 果 が 信 じ

ら れ て い た 。 貨 幣 量 の 増 加 が 物 価 上 昇 の 原 因 で あ る と す れ ば 、 貨 幣
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量 を 減 少 さ せ る こ と が 物 価 抑 制 の 手 段 と な る 。 貨 幣 数 量 説 か ら 導 か

れ る 政 策 で あ る 。  

中 国 で は 貨 幣 の 概 念 と し て 現 金 だ け が 考 え ら れ て い た 。 預 金 は 貨

幣 と し て は 考 え ら れ て い な か っ た 。先 進 国 で は 、 1 9 3 0年 代 に は 、預

金 を 通 貨 と す る 考 え が 広 ま り つ つ あ り 、 中 国 で は 、 こ の 認 識 が 遅 れ

て い た 。 し た が っ て 、 物 価 の 抑 制 の 手 段 は 、 貸 出 し を 減 ら す こ と で

あ っ た 。  

日 本 銀 行 が 行 っ て い た と 言 わ れ る 窓 口 規 制 が 、 中 国 の 基 本 的 な 貨

幣 政 策 で あ っ た 。 窓 口 規 制 は 直 接 的 な 効 果 を も た ら し 、 例 外 の 時 期

は あ っ た と し て も 、 効 果 的 に 物 価 を 抑 え た 。  

い わ ゆ る 窓 口 規 制 に よ る 物 価 の 抑 制 は 、 実 体 経 済 に 対 し て 直 接 的

な 効 果 を も た ら す 。 し か し 、 窓 口 規 制 は 貸 出 し の 規 制 で あ り 、 実 体

経 済 に 対 す る 締 め 付 け で あ る 。 社 会 主 義 建 設 期 の 中 国 の 低 成 長 の 原

因 の 一 つ は 、 こ の イ ン フ レ 抑 制 政 策 に あ っ た と 考 え る こ と が で き

る 。  

ま た 、 当 時 の 中 国 は 、 預 金 は 少 な く 、 財 政 は 原 則 的 に 収 支 の 均 衡

を 守 っ て お り 、 ま た 外 国 に 対 し て は 閉 鎖 的 で 自 給 自 足 的 な 経 済 シ ス

テ ム で あ っ た 。 こ う し た 事 情 も こ の 政 策 を 有 効 な も の に し て い た 要

因 で あ る 。  

見 て き た よ う に 、 中 国 の 中 央 集 権 的 経 済 体 制 は 、 第 1次 5カ 年 計

画 の 時 期 に 基 本 的 な 形 を と る こ と に な る 。 人 民 銀 行 は 経 済 シ ス テ ム

の 中 枢 に あ る が 、 そ れ 自 体 も 政 府 の 指 導 の 下 に 置 か れ た 。  

中 国 の 経 済 シ ス テ ム は 、 現 在 進 行 中 の 市 場 経 済 化 の 改 革 に よ っ て

大 き く 変 化 し 、 政 治 は 社 会 主 義 、 経 済 は 資 本 主 義 、 と ま で 言 わ れ る

よ う に な っ て い る が 、 今 ま で 考 察 し て き た 社 会 主 義 的 な 中 央 集 権 体

制 は 、 現 在 で も 中 国 の 経 済 シ ス テ ム の 底 流 に 流 れ て い る 。  

 

5．「 大 躍 進 」 運 動 と 文 化 大 革 命  

第 1次 5カ 年 計 画 に よ っ て 、 中 国 の 社 会 主 義 経 済 シ ス テ ム の 建 設

は 軌 道 に 乗 っ た 。 社 会 主 義 の 理 念 と し て 考 え ら れ て い た 方 向 に 成 功

裏 に 進 み つ つ あ っ た 。  

し か し 、第 1次 5カ 年 計 画 期 に 続 く「 大 躍 進 」（ 1 9 5 8 - 1 9 6 1）と 文 化

大 革 命 （ 1 9 6 6 - 1 9 7 6、 1 9 7 7終 息 宣 言 ） の 時 期 は 、 中 国 経 済 の 混 乱 期

で あ る 。  

大 躍 進 は 、 1 9 5 8年 、毛 沢 東 の「 国 民 経 済 大 躍 進 」政 策 に 基 づ く 増

産 政 策 で あ る 。朝 鮮 戦 争 の 終 結 か ら 5年 。東 西 の 冷 戦 構 造 の 中 で は 、

中 国 は い わ ば 戦 時 下 に あ り 、 国 力 の 増 強 は 急 務 で あ っ た 。 こ の 「 大

躍 進 」 政 策 に 対 応 し て 、 中 国 人 民 銀 行 は 資 金 供 給 を 大 幅 に 増 加 さ せ

た 。  

し か し 、急 激 な 経 済 規 模 の 拡 大 に よ っ て 、 第 1次 5カ 年 計 画 の 国 家
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財 政 均 衡 の 原 則 は 破 ら れ た 。 実 体 経 済 が 混 乱 す る 中 で 、 過 剰 な 貸 し

付 け が 金 融 シ ス テ ム も 崩 壊 し た 。 物 資 の 欠 乏 と イ ン フ レ に よ っ て 、

国 民 経 済 も 破 た ん し た 。  

「 大 躍 進 」 期 の 混 乱 は 、 金 融 シ ス テ ム を 国 家 が 管 理 し 、 国 務 院 が

資 金 の 貸 出 を 取 り 扱 う こ と （ 1 9 6 0  年 1 2  月 ） で 終 息 に 向 か っ た 。

ま た 、《 銀 行 業 務 を 統 一 、 貨 幣 の 発 行 を 厳 し く 抑 制 す る 決 定 》（ 略 称

《 銀 行 業 務 ６ 条 》）（ 1 9 6 2年 3月 ） が 発 布 さ れ 、 現 金 の 銀 行 へ の 預 金

が 義 務 づ け ら れ た 。 通 貨 管 理 が 強 化 さ れ た の で あ る 。  

結 局 、 人 民 銀 行 の 業 務 を 政 府 が 管 理 す る こ と で 、「 大 躍 進 」 の 混

乱 は 終 息 に 向 か っ た の で あ る 。 そ の 後 の 1 9 6 3 - 6 5年 は 調 整 期 で あ

り 、 中 国 経 済 は 、 い っ た ん は 回 復 し た 。  

し か し 、 1 9 6 6年 、 毛 沢 東 の 指 導 の 下 、 文 化 大 革 命 が 起 こ る 。 政

治 、 経 済 、 文 化 を 巻 き 込 ん だ 大 き な 社 会 運 動 で あ っ た 。  

文 化 大 革 命 は 、 社 会 主 義 の 思 想 を 全 面 的 に 打 ち 出 し て 、 反 革 命 派

の 弾 圧 に 向 か っ た 。 こ の 標 的 の 主 要 な 柱 の 一 つ が 、 金 融 資 本 （ 銀

行 ） で あ り 、 さ ら に は 貨 幣 や 金 利 で あ っ た 。 一 挙 に 社 会 主 義 の 理 念

を 実 現 し よ う と す る 教 条 的 な 社 会 主 義 思 想 で あ っ た 。  

貯 蓄 も 批 判 の 対 象 と さ れ 、 運 動 の 混 乱 の 中 で は 、 銀 行 預 金 の 凍 結

さ え 見 ら れ た 。 銀 行 に 対 す る 信 頼 は 損 な わ れ 、 人 々 の 貯 蓄 意 欲 も 減

退 し た 。 銀 行 の 地 位 は 著 し く 低 下 し た 。  

文 化 大 革 命 は 毛 沢 東 の 死 去 （ 1 9 7 6） に よ っ て 収 束 に 向 か う 。 鄧

小 平 が 事 件 を 握 り （ 1 9 7 8）、 改 革 開 放 路 線 に 向 け て 舵 が 切 ら れ た 。

こ の 時 期 に お け る 金 融 制 度 の 変 化 と あ り 方 を 要 約 す る と 、 以 下 の よ

う に な る 。  

 

第 4節  改 革 開 放 下 の 金 融 制 度  

１ ． 金 融 改 革 の 背 景  

文 化 大 革 命 の 終 息 後 、 1 9 7 8年 1 2月 、 中 国 共 産 党 が 改 革 開 放 路 線

を 確 立 す る 。 改 革 開 放 路 線 は 、 紆 余 曲 折 を 経 な が ら 現 在 ま で 継 続 し

て い る 。 2 0 0 0年 以 降 は G D P 2桁 成 長 の 時 期 も 長 く 続 き 、 中 国 は 日 本

を 抜 い て ア メ リ カ に 次 ぐ 世 界 第 2の 経 済 大 国 と な っ た 。  

経 済 改 革 の 象 徴 は 、 封 鎖 経 済 か ら 開 放 経 済 へ の 政 策 転 換 で あ る 。

中 国 は 国 際 経 済 の 最 も 主 要 な 機 関 で あ る I M F（ 1 9 8 0  年 4月 ） と 世

界 銀 行 （ 同 年 5月 ） に 加 盟 し た 。 外 国 の プ ロ ジ ェ ク ト の 受 入 れ や 、

外 資 と の 合 弁 企 業 の 設 立 が 見 ら れ た 。 ま た 、 国 内 的 に も 経 済 の 自 由

化 が 進 行 し 、 経 営 自 主 権 の 拡 大 、 企 業 の 設 置 基 準 の 弾 力 化 な ど が 行

わ れ 、 郷 鎮 企 業 (中 国 の 末 端 の 行 政 区 に お い て 農 民 を 中 心 と し て 作

ら れ た 企 業 ） や 個 人 企 業 な ど が 発 展 し た 。 経 済 の 自 由 化 に 伴 っ て 、

家 計 の 貯 蓄 も 増 え 、 家 計 が 貯 蓄 超 過 部 門 と な り 、 家 計 の 貯 蓄 を 投 資

に 向 け る 金 融 の 役 割 も 期 待 さ れ る よ う に な っ た 。  
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２ ． 金 融 改 革 の 概 要  

金 融 改 革 の 要 点 は 以 下 の と お り で あ る 。  

社 会 主 義 的 中 央 集 権 化 の 象 徴 と も い え る 人 民 銀 行 モ ノ バ ン ク 制

は 、 以 下 の 経 緯 で 転 換 に 向 か う 。 年 表 で 示 す 。  

 1 9 7 9年 2月 中 国 農 業 銀 行 復 活 。  

3月 中 国 銀 行 復 活 。  

     4月 国 内 保 険 業 務 再 開 。  

8月 中 国 人 民 建 設 銀 行 の 復 活 。  

1 9 8 4年 1月 中 国 工 商 銀 行 設 立 。 国 有 以 外 の 商 業 銀 行 の 認 可 。  

こ れ に よ り 、 中 国 人 民 銀 行 は 、 中 央 銀 行 機 能 に 特 化 。  

    中 国 人 民 保 険 公 司 が 中 国 人 民 銀 行 か ら 独 立 。  

1 9 9 4 年 4 - 11 月 国 家 開 発 銀 行 、 中 国 輸 入 銀 行 、 中 国 農 業 発 展 銀 行  

な ど 政 策 銀 行 の 開 業 。  

1 9 9 5年 3月 「 中 国 人 民 銀 行 法 」 公 布 。  

中 央 銀 行 と し て の 人 民 銀 行 の 役 割 の 強 化 。  

改 革 開 放 と い う 新 し い 金 融 シ ス テ ム に お け る 中 国 人 民 銀 行 の 変 化

は 、 何 よ り も モ ノ バ ン ク か ら 中 央 銀 行 へ の 転 換 に あ る (「 中 国 人 民

銀 行 が 中 央 銀 行 の 職 権 を 行 使 す る 決 定 」、 1 9 8 3年 9月 ）。 人 民 銀 行 以

外 の 金 融 機 関 は 、 人 民 銀 行 に よ る 監 督 指 導 は 受 け る が 、 人 民 銀 行 か

ら 独 立 し た 機 関 と な っ た 。  

中 国 人 民 銀 行 の 特 徴 に つ い て は 、 本 章 第 6節 で 総 括 的 に 見 て い

く 。 こ こ で は 人 民 銀 行 以 外 の 金 融 機 関 を 整 理 し て お く 。  

国 有 商 業 銀 行 は 、 中 国 農 業 銀 行 、 中 国 建 設 銀 行 、 中 国 銀 行 、 中 国

工 商 銀 行 の 4  行 を 指 す 。 所 有 形 態 は 国 有 で あ る  

中 国 農 業 銀 行 ( 1 9 5 7年 7月 業 務 停 止 )は 、 1 9 7 9年 2月 に 復 活 。 そ の

後 業 務 の 一 部 を 新 設 の 農 業 発 展 銀 行 に 移 す （ 1 9 9 5）。  

中 国 銀 行 は 、 1 9 7 9年 3月 に 復 活 。 1 9 8 2年 外 為 専 門 銀 行 に 転 換 。 国

有 商 業 銀 行 と な る ( 1 9 9 5）  

中 国 人 民 建 設 銀 行 ( 1 9 5 8年 業 務 停 止 )は 、 1 9 7 9年 8月 に 復 活 。 中 国

建 設 銀 行 に 名 称 変 更 ( 1 9 9 6年 3月 )し 、 国 有 商 業 銀 行 に 転 換 。  

1 9 8 4年 1月 、 中 国 工 商 銀 行 が 新 設 。  

以 上 が 4大 国 有 商 業 銀 行 で あ る 。  

 中 国 投 資 銀 行 は 、 1 9 8 1年 1 2  月 設 立 。 国 際 金 融 機 関 か ら の 中 長

期 資 金 受 け 入 れ 、 こ れ を 中 国 国 内 に 投 資 す る 役 割 を 担 う 。 後 に 光 大

銀 行 に 合 併 ( 1 9 9 8年 1 2月 )。  

4大 国 有 銀 行 以 外 の 商 業 銀 行 と し て は 、交 通 銀 行 ( 1 9 5 8年 財 務 部 に

吸 収 )は 株 式 制 商 業 銀 行 と し て 復 活 ( 1 9 8 6 )。株 式 制 の 商 業 銀 行 は 、中

国 政 府 の 大 き な 方 針 転 換 で あ っ た 。そ の 後 、中 信 実 業 銀 行 ( 1 9 8 7年 )、

中 国 光 大 銀 行（ 1 9 9 2年 ）な ど 、相 次 い で 銀 行 が 設 立 さ れ た 。 こ れ ら



22 
 

の 銀 行 の 多 く は 、 い わ ゆ る 「 総 合 銀 行 」 と し て 営 業 を し て い る 。  

政 策 銀 行 と し て は 、 国 家 開 発 銀 行 ( 1 9 9 4年 3月 )、 中 国 輸 入 出 銀 行

( 1 9 9 4年 4月 )、 中 国 農 業 発 展 銀 行 ( 1 9 9 4  年 11  月 )が 設 立 さ れ た 。   

  

第 5節  中 国 金 融 シ ス テ ム の 課 題  

 中 国 の 金 融 シ ス テ ム は 、 改 革 開 放 ・ 社 会 主 義 市 場 経 済 化 の 路 線 の

進 行 に よ っ て 大 き く 変 化 し た 。 し か し 、 多 く の 問 題 が 指 摘 さ れ た 。  

 も っ と も 大 き な 問 題 は 、 貸 付 審 査 能 力 の 不 足 で あ る 。 さ ま ざ ま な

改 革 に よ っ て 、 人 民 銀 行 の モ ノ バ ン ク 制 か ら 、 人 民 銀 行 を 頂 点 と す

る 多 様 な 金 融 機 関 の シ ス テ ム が 出 来 上 が っ た 。 し か し 、 中 国 金 融 に

大 き な 役 割 を 果 た す 国 有 4大 商 業 銀 行 に 、 深 刻 な 不 良 債 権 問 題 が 発

生 し た 。 中 国 の 不 良 債 権 問 題 の 原 因 は 、 銀 行 の 審 査 能 力 の 不 足 に あ

る 。  

何 よ り も 、 中 国 の 銀 行 制 度 は 極 め て 未 成 熟 で あ る 。 そ の 原 因 は 中

国 の 歴 史 の 帰 結 で も あ る 。 旧 体 制 の 下 で の 中 国 で は 、 伝 統 的 な 銭 荘

が 、 高 い 審 査 能 力 を 持 っ て 貸 し 付 け を 行 っ て い た 。 こ う し た ノ ウ ハ

ウ は 、 一 連 の 政 治 的 経 済 的 な 混 乱 の 中 で 失 わ れ て い る 。 革 命 後 の 中

国 の 金 融 は 、 財 政 資 金 の 供 給 窓 口 に 過 ぎ ず 、 借 り 手 の 支 払 い 能 力 を

審 査 す る 必 要 性 が 低 か っ た 。 こ の た め 、 審 査 能 力 の 低 さ は 、 中 国 に

と っ て は 、 い わ ば 悪 い 意 味 で の 伝 統 と な っ て い た 。  

こ れ が 、 金 融 の 市 場 経 済 化 の な か で 大 き な ネ ッ ク と な る 。 中 国 金

融 に 大 き な 役 割 を は た し 、 金 融 シ ス テ ム の 中 枢 を 占 め る 4大 国 有 商

業 銀 行 に 発 生 し た 巨 額 の 不 良 債 権 問 題 は 、 中 国 の 社 会 主 義 建 設 の 歴

史 に 起 因 し て い た 。  

社 会 主 義 革 命 以 前 に 歴 史 的 に 形 成 さ れ て い た 金 融 の ノ ウ ハ ウ が 革

命 に よ っ て 失 わ れ た 。 そ し て 、 革 命 後 の 計 画 経 済 化 、 中 央 集 権 化 の

経 済 体 制 の 下 で は 、 金 融 の ノ ウ ハ ウ は 形 成 さ れ て こ な か っ た 。 し た

が っ て 、 金 融 の ノ ウ ハ ウ の 欠 如 は 、 社 会 主 義 の 負 の 遺 産 と 言 え る 。  

第 2の 問 題 は 、 市 場 経 済 化 そ の も の の 問 題 で あ る 。  

資 本 主 義 の 市 場 経 済 は 、 人 類 の 歴 史 を 大 き く 変 え 、 飛 躍 的 な 経 済

成 長 を も た ら し た 。 し か し 、 1 9世 紀 に は 周 期 的 な 恐 慌 が 発 生 し 、

2 0世 紀 に は 長 期 の 不 況 と 帝 国 主 義 戦 争 が 起 こ る 。 社 会 主 義 は 、 資

本 主 義 の こ う し た 負 の 側 面 に 対 す る 批 判 と し て 人 々 の 心 を と ら え

た 。  

し か し 、 社 会 主 義 の 下 で の 市 場 経 済 化 へ の 路 線 の 転 換 は 、 社 会 主

義 経 済 建 設 の 挫 折 に 基 づ く 。 中 央 集 権 的 で 計 画 経 済 的 な 社 会 主 義 の

建 設 の 行 き 詰 ま り で あ る 。 社 会 主 義 革 命 は 発 展 し た 資 本 主 義 国 に 起

こ る と い う 唯 物 史 観 の 考 え 方 に は 、 ロ シ ア 革 命 も 中 国 革 命 も そ ぐ わ

な い も の で あ っ た 。 何 よ り も 、 資 本 主 義 と 社 会 主 義 以 外 の 第 3の 経

済 シ ス テ ム は 確 立 し て い な い 。 社 会 主 義 的 な 国 家 建 設 の 行 き 詰 ま り
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の 打 開 策 と し て は 、 社 会 主 義 が 否 定 し て い た 市 場 経 済 し か な か っ た

の で あ る 。  

市 場 の 担 い 手 は 、 自 立 し た 経 済 主 体 で あ る 。 ア ダ ム ・ ス ミ ス 以 来

の 市 場 に つ い て の イ メ ー ジ は 、 個 人 が 利 己 心 に 従 っ て 行 動 す る こ と

で あ り 、 そ の 結 果 と し て 、「 見 え ざ る 手 」 が 社 会 的 調 和 を も た ら す 、

と い う こ と で あ っ た 。  

市 場 経 済 の 担 い 手 は 、あ く ま で も 利 己 心 を 持 つ 個 人 や 組 織 で あ る 。

し か し 、 社 会 主 義 の 考 え 方 は 、 こ れ と は 異 な る 。 社 会 主 義 の 市 場 経

済 化 は 、 市 場 の 担 い 手 の 条 件 を 整 え る と こ ろ か ら は じ ま る 。 そ れ は

経 営 自 主 権 の 確 立 と 利 潤 動 機 の 導 入 で あ る 。 金 融 機 関 も 市 場 の 担 い

手 と し て は 、 こ の 前 提 条 件 を 持 つ 必 要 が あ る 。 た ん な る 資 金 配 分 の

機 関 か ら 脱 却 す る 必 要 が あ っ た 。 し か し 、 こ の 転 換 は 、 困 難 な 問 題

で あ る 。 何 よ り も 、 そ の 理 念 が 社 会 主 義 の 理 念 の 根 幹 と 対 立 す る も

の で あ り 、 か つ 制 度 と 人 々 の 精 神 の 両 方 を 資 本 主 義 化 す る 必 要 が あ

っ た 。  

第 3に 、中 央 銀 行 の 政 策 手 段 が 限 ら れ て い た こ と で あ る 。中 国 の 経

済 政 策 の 課 題 は 、 何 よ り も イ ン フ レ の 抑 制 に あ っ た 。 こ れ は 、 戦 争

と 国 内 の 権 力 闘 争 に よ っ て 経 済 が 混 乱 し 、 繰 り 返 し 激 し い イ ン フ レ

に 見 舞 わ れ た 経 験 に よ る 。  

ハ イ パ ー イ ン フ レ ー シ ョ ン な ど の 激 し い イ ン フ レ は 、 単 な る 物 価

の 値 上 が り で は な く 、 市 場 経 済 そ の も の の 崩 壊 を も た ら す 。 政 治 危

機 の 直 結 す る 経 済 危 機 で あ る 。 イ ン フ レ に 対 す る 警 戒 心 は 、 こ の こ

と に よ る 。  

し か し 、 中 国 の イ ン フ レ ー シ ョ ン の 抑 制 策 は 、 基 本 的 に は 窓 口 規

制 に よ る 通 貨 量 の 管 理 で あ る 。 効 果 は あ る が 、 経 済 に 対 す る マ イ ナ

ス の 影 響 も ま た 深 刻 で あ る 。  

従 来 、 中 央 銀 行 の 政 策 手 段 は 、 公 定 歩 合 、 公 開 市 場 操 作 、 預 金 準

備 率 操 作 と 言 わ れ て い た 。 公 定 歩 合 政 策 は 、 現 在 で は 政 策 金 利 に 変

化 し て い る 。  

中 国 で は 、 国 債 市 場 も 成 熟 し て お ら ず 、 預 金 金 利 も 貸 出 金 利 も 公

定 で あ っ た 。 金 利 の 自 由 化 の 問 題 は 第 2章 で 論 じ る が 、 こ の 当 時 は

行 わ れ て い な い 。 政 策 手 段 は 限 ら れ て い た 。 人 民 銀 行 に 残 さ れ た 政

策 手 段 は 預 金 準 備 率 操 作 で あ っ た 。  

預 金 準 備 率 制 度 は 、 1929 年 に 勃 発 し た 世 界 大 恐 慌 が 最 も 深 刻 と

な っ た 1933 年 の ア メ リ カ に 始 ま り 、 第 2 次 世 界 大 戦 後 、 多 く の 国

が 採 用 す る よ う に な る 。 日 本 は 1957 年 に 採 用 す る 。  

こ の 制 度 は 現 在 も 存 続 す る が 、 ほ と ん ど の 国 で は 、 中 央 銀 行 の 政

策 手 段 と し て は 、 意 味 を も っ て い な い 。  

中 国 は 198 4 年 に こ の 制 度 を 導 入 す る 。 1989 年 に は 、 こ の 制 度 と

は 別 に 、 「 支 払 準 備 預 金 口 座 」 制 度 も 作 ら れ た （ 1998 年 統 合 ） 。
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20 0 4 年 、 「 差 別 的 預 金 準 備 金 制 度 」 に よ っ て 、 自 己 資 本 比 率 と 不

良 債 権 貸 付 比 率 に よ っ て 預 金 準 備 率 に 差 が 設 け ら れ た 。  

先 進 各 国 の 預 金 準 備 率 は 、 ほ と ん ど ゼ ロ パ ー セ ン ト に 近 い 状 態 で

あ り 、 政 策 手 段 と し て の 意 味 は 持 っ て い な い が 、 中 国 の 預 金 準 備 率

は 、 し ば し ば 20％ を 超 え て い る 。 預 金 準 備 率 操 作 が 、 窓 口 指 導 と

並 ん で 、 中 国 の イ ン フ レ 対 策 の 大 き な 手 段 と な っ て い る 。  

 

第 6節  中 国 の 金 融 制 度 と 中 央 銀 行 に 関 す る 主 要 な 改 革  

 1 9 9 3年 1 2月 2 5日 、 国 務 院 は 「 金 融 体 制 改 革 に 関 す る 決 定 」 を 発

表 す る 。 こ こ で 示 さ れ た 金 融 体 制 改 革 の 目 標 は 以 下 で あ る 。  

第 1に 、 国 務 院 の 指 導 の 下 で 通 貨 政 策 を 独 立 執 行 す る 中 央 銀 行 の

マ ク ロ 調 整 シ ス テ ム を 構 築 す る 。  

第 2に 、 政 策 的 金 融 と 商 業 的 金 融 を 分 離 す る こ と で 、 商 業 銀 行 を

主 体 と し て 、 各 種 の 金 融 機 関 が 併 存 す る 金 融 組 織 シ ス テ ム を 構 築

す る 。  

第 3に 、 統 一 さ れ 、 開 放 さ れ た 、 秩 序 と 競 争 が あ り 、 厳 格 に 管 理

さ れ た 金 融 市 場 シ ス テ ム を 構 築 す る 。 金 融 体 制 改 革 を 通 じ て 、

中 国 人 民 銀 行 を 通 貨 政 策 を 独 立 執 行 す る 中 央 銀 行 と す る マ ク ロ

調 整 シ ス テ ム を 確 立 す る 。  

第 4に 、 政 策 銀 行 と 商 業 銀 行 を 分 離 し た 金 融 機 関 シ ス テ ム を 実 行

す る 。  

第 5に 、 1 9 9 4年 か ら 為 替 レ ー ト を 一 本 化 す る 。  

こ れ が 、 金 融 改 革 の 基 本 的 な 方 針 で あ り 、 第 1に 掲 げ ら れ て い る

点 が 人 民 銀 行 の 課 題 で あ る 。  

人 民 銀 行 に 関 し て は 、 独 立 性 と 通 貨 政 策 執 行 機 関 と し て の 確 立 が

目 標 と さ れ た 。  

2 0 0 3年 1 2月 2 7日 に 、「 中 華 人 民 共 和 国 中 国 人 民 銀 行 法 （ 修 正

案 ）」 が 、 発 表 さ れ た 。  

 中 国 人 民 銀 行 の 役 割 を 、 中 華 人 民 共 和 国 中 国 人 民 銀 行 法 ( 2 0 0 3年

1 2月 2 7日 )に よ っ て 見 て お こ う 。  

 第 2条 は 、 中 国 人 民 銀 行 の 基 本 的 な 性 格 を 規 定 し て い る 。  

   第 ２ 条  中 国 人 民 銀 行 は 中 華 人 民 共 和 国 の 中 央 銀 行 で あ る 。  

中 国 人 民 銀 行 は 国 務 院 の 指 導 の 下 で 、 通 貨 政 策 を 策

定 、 実 施 し 、 金 融 リ ス ク を 防 止 、 解 消 し 、 金 融 の 安 定

を 守 る 。  

 す な わ ち 、 中 国 人 民 銀 行 は 、 通 貨 と 金 融 に 関 す る 政 策 主 体 と し て

位 置 づ け ら れ て い る が 、 同 時 に 「 国 務 院 の 指 導 の 下 」 と い う 、 条 件

が 入 っ て い る 。 国 務 院 は 中 国 の 最 高 政 府 機 関 で あ る 。 し た が っ て 、

中 国 人 民 銀 行 は 、 政 府 か ら 独 立 し た 機 関 で は な く 、 国 に 属 し た 機 関

で あ る （ 第 8条 ）。  
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 他 方 、 第 7条 は 中 国 人 民 銀 行 の 独 立 性 を 次 の よ う に 言 う 。  

第 ７ 条  中 国 人 民 銀 行 は 国 務 院 の 指 導 の 下 で 、 法 に よ り 独 立

し て 通 貨 政 策 を 執 行 し 、 職 責 を 履 行 し 、 業 務 を 展 開

し 、 地 方 政 府 、 各 級 政 府 官 庁 、 社 会 団 体 及 び 個 人 の 干

渉 を 受 け な い 。  

 第 7条 の 言 う 独 立 性 は 、 国 務 院 以 外 か ら の 機 関 か ら の 独 立 性 で あ

る 。 と り わ け 地 方 政 府 と 人 民 銀 行 の 地 方 機 関 と の 関 係 は 難 し い と 言

わ れ 、 地 方 政 府 に 対 す る 人 民 銀 行 の 独 立 性 は 重 要 な 意 味 を 持 つ 。  

 人 民 銀 行 の 最 も 主 要 な 政 策 は 、 物 価 の 安 定 を 目 指 す 通 貨 政 策 で あ

る 。  

第 3条 は 、 次 の よ う に 言 う 。  

第 ３ 条  通 貨 政 策 の 目 標 は 貨 幣 価 値 の 安 定 を 保 ち 、 か つ 経 済

成 長 を 促 す こ と で あ る 。  

中 国 人 民 銀 行 の 職 務 に つ い て は 第 4条 に 規 定 さ れ る 。  

第 ４ 条  中 国 人 民 銀 行 は 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 責 を 履 行 す る 。  

１  そ の 職 責 と 関 連 す る 命 令 及 び 規 則 を 公 布 し 、 履 行

す る こ と 。  

２  法 に よ り 通 貨 政 策 を 策 定 し 、 執 行 す る こ と 。  

３  人 民 券 〔 人 民 幣 〕 を 発 行 し 、 人 民 券 の 流 通 を 管 理

す る こ と 。  

４  銀 行 間 コ ー ル 市 場 及 び 銀 行 間 債 券 市 場 を 監 督 し 、

管 理 す る こ と 。  

５  外 国 為 替 管 理 を 実 施 し 、 銀 行 間 外 国 為 替 市 場 を 監

督 し 、 管 理 す る こ と 。  

６  金 市 場 を 監 督 し 、 管 理 す る こ と 。  

７  国 の 外 貨 準 備 、 金 準 備 を 保 有 し 、 管 理 し 、 運 用 す

る こ と 。  

８  国 庫 を 経 理 す る こ と 。  

９  支 払 い 、 清 算 シ ス テ ム の 正 常 な 運 営 を 維 持 す る こ

と 。  

1 0  金 融 業 の マ ネ ー ロ ン ダ リ ン グ 防 止 業 務 を 指 導

し 、 手 配 し 、 マ ネ ー ロ ン ダ リ ン グ 防 止 の た め 資 金 監

視 に あ た る こ と 。  

11  金 融 業 の 統 計 、 調 査 、 分 析 及 び 予 測 を 担 当 す る

こ と 。  

1 2  国 の 中 央 銀 行 と し て 、 関 係 の 国 際 金 融 活 動 に 携

わ る こ と 。  

1 3  国 務 院 が 定 め る そ の 他 の 職 責  

ま た 政 策 手 段 に つ い て は 、 第 2 3条 に 規 定 さ れ る 。  

第 2 3条  中 国 人 民 銀 行 は 通 貨 政 策 を 執 行 す る た め 、 次 の
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各 号 に 掲 げ る 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。  

１  所 定 の 比 率 に 従 っ て 預 金 準 備 金 を 預 け る よ う 銀 行

業 金 融 機 関 に 求 め る こ と 。  

２  中 央 銀 行 の 基 準 金 利 を 決 め る こ と 。  

３  中 国 人 民 銀 行 に 口 座 を 設 け て い る 銀 行 業 金 融 機 関

の 再 割 引 を 行 う こ と 。  

４  商 業 銀 行 に 貸 し 付 け を す る こ と 。  

５  国 債 、 そ の 他 の 政 府 債 券 及 び 金 融 債 並 び に 外 貨 を

公 開 市 場 に お い て 売 買 す る こ と 。  

６  国 務 院 が 決 め た そ の 他 の 通 貨 政 策 手 段 。  

中 国 人 民 銀 行 は 通 貨 政 策 を 執 行 す る た め 、 前 項 に 掲

げ る 手 段 を 用 い る 際 、 具 体 的 な 条 件 と 手 続 き を 定 め

る こ と が で き る 。  

 中 国 人 民 銀 行 は 、 政 府 か ら の 独 立 性 は 持 た な い が 、 第 4条 と 第 2 3

条 の 規 定 に よ っ て 中 央 銀 行 と し て の 明 確 な 政 策 手 段 を 持 つ こ と に な

る 。  

 

参 考  【 中 華 人 民 共 和 国 中 国 人 民 銀 行 法 】 1 2月  2 7 ,  2 0 0 3  

（ 1 9 9 5年 ３ 月 1 8日 第 ８ 期 全 国 人 民 代 表 大 会 第 ３ 回 会 議 で 採 択 2 0 0 3

年 1 2月 2 7日 の 第 1 0期 全 人 代 常 務 委 員 会 第 ６ 回 会 議 で 採 択 さ れ た

「 中 華 人 民 共 和 国 中 国 人 民 銀 行 法 」 改 正 に 関 す る 決 定 に 基 づ い て 修

正 ）  

第 １ 章 総 則  

第 １ 条  中 国 人 民 銀 行 の 地 位 を 確 立 し 、 そ の 職 責 を 明 確 に し 、 国 の

通 貨 政 策 の 正 し い 策 定 と 執 行 を 保 証 し 、 中 央 銀 行 の マ ク ロ 調 節 ・

統 制 体 系 を 確 立 、 整 備 し 、 金 融 の 安 定 を 守 る た め 、 こ の 法 律 を 制

定 す る 。  

第 ２ 条  中 国 人 民 銀 行 は 中 華 人 民 共 和 国 の 中 央 銀 行 で あ る 。  

中 国 人 民 銀 行 は 国 務 院 の 指 導 の 下 で 、 通 貨 政 策 を 策 定 、 実 施 し 、

金 融 リ ス ク を 防 止 、 解 消 し 、 金 融 の 安 定 を 守 る 。  

第 ３ 条  通 貨 政 策 の 目 標 は 貨 幣 価 値 の 安 定 を 保 ち 、 か つ 経 済 成 長 を

促 す こ と で あ る 。  

第 ４ 条  中 国 人 民 銀 行 は 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 責 を 履 行 す る 。  

１  そ の 職 責 と 関 連 す る 命 令 及 び 規 則 を 公 布 し 、 履 行 す る こ と 。  

２  法 に よ り 通 貨 政 策 を 策 定 し 、 執 行 す る こ と 。  

３  人 民 券 〔 人 民 幣 〕 を 発 行 し 、 人 民 券 の 流 通 を 管 理 す る こ と 。  

４  銀 行 間 コ ー ル 市 場 及 び 銀 行 間 債 券 市 場 を 監 督 し 、 管 理 す る こ

と 。  

５  外 国 為 替 管 理 を 実 施 し 、 銀 行 間 外 国 為 替 市 場 を 監 督 し 、 管 理

す る こ と 。  
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６  金 市 場 を 監 督 し 、 管 理 す る こ と 。  

７  国 の 外 貨 準 備 、 金 準 備 を 保 有 し 、 管 理 し 、 運 用 す る こ と 。  

８  国 庫 を 経 理 す る こ と 。  

９  支 払 い 、 清 算 シ ス テ ム の 正 常 な 運 営 を 維 持 す る こ と 。  

1 0  金 融 業 の マ ネ ー ロ ン ダ リ ン グ 防 止 業 務 を 指 導 し 、 手 配 し 、

マ ネ ー ロ ン ダ リ ン グ 防 止 の た め 資 金 監 視 に あ た る こ と 。  

11  金 融 業 の 統 計 、 調 査 、 分 析 及 び 予 測 を 担 当 す る こ と 。  

1 2  国 の 中 央 銀 行 と し て 、 関 係 の 国 際 金 融 活 動 に 携 わ る こ と 。  

1 3  国 務 院 が 定 め る そ の 他 の 職 責  

第 ５ 条  中 国 人 民 銀 行 は 年 度 通 貨 供 給 量 、 利 率 、 外 国 為 替 相 場 及 び

国 務 院 が 定 め る そ の 他 の 重 要 事 項 に つ い て 決 定 を し 、 国 務 院 の 認

可 を 得 て 執 行 す る 。  

中 国 人 民 銀 行 は 前 項 に 定 め る 以 外 の 通 貨 政 策 に 関 す る 事 項 に つ い

て 決 定 し た 後 、 こ れ を 執 行 し 、 か つ 国 務 院 に 届 け 出 る 。  

第 ６ 条  中 国 人 民 銀 行 は 通 貨 政 策 の 状 況 及 び 金 融 業 の 状 況 に 関 す る

業 務 報 告 を 全 国 人 民 代 表 大 会 常 務 委 員 会 に 提 出 す る も の と す る 。  

第 ７ 条  中 国 人 民 銀 行 は 国 務 院 の 指 導 の 下 で 、 法 に よ り 独 立 し て 通

貨 政 策 を 執 行 し 、 職 責 を 履 行 し 、 業 務 を 展 開 し 、 地 方 政 府 、 各 級

政 府 官 庁 、 社 会 団 体 及 び 個 人 の 干 渉 を 受 け な い 。  

第 ８ 条  中 国 人 民 銀 行 の 全 資 本 は 国 が 出 資 し 、 国 の 所 有 に 属 す る 。  

第 ９ 条  国 務 院 は 金 融 監 督 管 理 調 整 制 度 を つ く る 。 具 体 的 規 則 〔 弁

法 〕 は 国 務 院 が 定 め る 。  

 

第 ２ 章  組 織 機 構  

第 1 0条  中 国 人 民 銀 行 に 行 長 ＜ 総 裁 ＞ １ 名 、 副 行 長 若 干 名 を 置

く 。 中 国 人 民 銀 行 行 長 は 国 務 院 総 理 の 指 名 に 基 づ い て 全 国 人 民 代

表 大 会 が 決 定 し 、 全 国 人 民 代 表 大 会 の 閉 会 期 間 中 は 、 同 常 務 委 員

会 が 決 定 し て 、 中 華 人 民 共 和 国 主 席 が 任 免 す る 。  

中 国 人 民 銀 行 副 行 長 は 国 務 院 総 理 が 任 免 す る 。  

第 11条  中 国 人 民 銀 行 は 行 長 責 任 制 を 実 行 す る 。 行 長 は 中 国 人 民

銀 行 の 事 務 を 指 導 し 、 副 行 長 は 行 長 の 仕 事 を 補 佐 す る 。  

第 1 2条  中 国 人 民 銀 行 に 通 貨 政 策 委 員 会 を 設 置 す る 。 通 貨 政 策 委

員 会 の 職 責 、 組 織 構 成 及 び 事 務 手 続 き は 国 務 院 が 定 め て 全 国 人 民

代 表 大 会 常 務 委 員 会 に 届 け 出 る 。  

中 国 人 民 銀 行 通 貨 政 策 委 員 会 は 国 の マ ク ロ コ ン ト ロ ー ル 、 通 貨 政

策 の 策 定 と 調 整 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た す も の と す る 。  

第 1 3条  中 国 人 民 銀 行 は 職 責 履 行 の 必 要 に 応 じ 、 出 先 機 関 と し て

分 支 機 構 を 設 置 す る 。 中 国 人 民 銀 行 は 分 支 機 構 に 対 し て 統 一 的 指

導 と 管 理 を 行 う 。  

中 国 人 民 銀 行 の 分 支 機 構 は 中 国 人 民 銀 行 の 授 権 に 基 づ い て 管 轄 区
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の 金 融 安 定 を 守 り 、 関 係 業 務 を 引 き 受 け る 。  

第 1 4条  中 国 人 民 銀 行 の 行 長 、 副 行 長 及 び そ の 他 の 職 員 は 職 責 を

尽 く す も の と し 、 職 権 の 濫 用 、 私 利 の た め の 不 正 を し て は な ら

ず 、 い か な る 金 融 機 関 、 企 業 、 基 金 で の 兼 職 も し て は な ら な い 。  

第 1 5条  中 国 人 民 銀 行 の 行 長 、 副 行 長 そ の 他 の 職 員 は 法 に よ り 国

の 秘 密 を 守 る も の と し 、 か つ 職 責 の 履 行 に 関 連 す る 金 融 機 関 及 び

当 事 者 の 秘 密 を 守 る 責 任 を 負 う 。  

 

第 ３ 章  人 民 券  

第 1 6条  中 華 人 民 共 和 国 の 法 定 貨 幣 は 人 民 券 で あ る 。 中 華 人 民 共

和 国 内 の 公 共 及 び 私 人 の 債 務 を 人 民 券 で 支 払 う と き 、 い か な る 単

位 ＜ 企 業 、 事 業 体 、 団 体 の 総 称 ＞ と 個 人 も 受 け 取 り を 拒 ん で は な

ら な い 。  

第 1 7条  人 民 券 の 単 位 は 元 で 、 補 助 貨 幣 の 単 位 は 角 、 分 で あ る 。  

第 1 8条  人 民 券 は 中 国 人 民 銀 行 が 統 一 的 に 印 刷 、 発 行 す る 。  

中 国 人 民 銀 行 は 新 版 の 人 民 券 を 発 行 す る と き は 、 発 行 時 期 、 額

面 、 図 柄 、 様 式 、 規 格 を 公 告 す る も の と す る 。  

第 1 9条  人 民 券 の 偽 造 、 変 造 を 禁 止 す る 。 偽 造 、 変 造 人 民 券 の 売

却 、 購 入 を 禁 止 す る 。 偽 造 、 変 造 人 民 券 の 運 送 、 所 持 、 使 用 を 禁

止 す る 。 人 民 券 の 故 意 の 毀 損 を 禁 止 す る 。 宣 伝 品 、 出 版 物 又 は そ

の 他 の 商 品 に 人 民 券 の 図 柄 を 不 法 に 使 用 す る こ と を 禁 止 す る 。  

第 2 0条  い か な る 単 位 と 個 人 も 人 民 券 の 代 替 チ ケ ッ ト を 印 刷 、 発

売 し 、 人 民 券 の 代 わ り に 市 場 で 流 通 さ せ て は な ら な い 。  

第 2 1条  欠 損 、 汚 損 し た 人 民 券 は 中 国 人 民 銀 行 の 規 定 に 従 っ て 交

換 し 、 か つ 中 国 人 民 銀 行 が 回 収 、 焼 却 に あ た る 。  

第 2 2条  中 国 人 民 銀 行 に 人 民 券 発 行 庫 を 設 立 し 、 そ の 分 支 機 構 に

支 庫 を 設 立 す る 。 分 支 庫 が 人 民 券 の 発 行 基 金 を 配 分 す る と き は 、

上 級 庫 の 配 分 指 令 に 従 う も の と す る 。 い か な る 単 位 と 個 人 も 規 定

に 違 反 し て 発 行 基 金 を 流 用 し て は な ら な い 。  

 

第 ４ 章  業 務  

第 2 3条  中 国 人 民 銀 行 は 通 貨 政 策 を 執 行 す る た め 、 次 の 各 号 に 掲

げ る 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。  

１  所 定 の 比 率 に 従 っ て 預 金 準 備 金 を 預 け る よ う 銀 行 業 金 融 機 関

に 求 め る こ と 。  

２  中 央 銀 行 の 基 準 金 利 を 決 め る こ と 。  

３  中 国 人 民 銀 行 に 口 座 を 設 け て い る 銀 行 業 金 融 機 関 の 再 割 引 を

行 う こ と 。  

４  商 業 銀 行 に 貸 し 付 け を す る こ と 。  

５  国 債 、 そ の 他 の 政 府 債 券 及 び 金 融 債 並 び に 外 貨 を 公 開 市 場 に
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お い て 売 買 す る こ と 。  

６  国 務 院 が 決 め た そ の 他 の 通 貨 政 策 手 段 。  

中 国 人 民 銀 行 は 通 貨 政 策 を 執 行 す る た め 、 前 項 に 掲 げ る 手 段 を 用

い る 際 、 具 体 的 な 条 件 と 手 続 き を 定 め る こ と が で き る 。  

第 2 4条  中 国 人 民 銀 行 は 法 律 、 行 政 法 規 の 定 め る と こ ろ に よ っ て

国 庫 を 経 理 す る 。  

第 2 5条  中 国 人 民 銀 行 は 国 務 院 の 財 政 官 庁 を 代 理 し て 各 金 融 機 関 ・

組 織 に 国 債 そ の 他 の 政 府 債 券 を 発 行 し 、 償 還 す る こ と が で き る 。  

第 2 6 条  中 国 人 民 銀 行 は 必 要 に 応 じ て 銀 行 業 金 融 機 関 の た め に 口

座 を 開 設 す る こ と が で き る 。 但 し 銀 行 業 金 融 機 関 へ の 当 座 貸 越 を

し て は な ら な い 。  

第 2 7 条  中 国 人 民 銀 行 は 銀 行 業 金 融 機 関 間 の 相 互 清 算 シ ス テ ム を

組 織 し 又 は そ の 組 織 を 助 け 、 銀 行 業 金 融 機 関 間 の 清 算 事 務 の 調 整

に あ た り 、 清 算 サ ー ビ ス を 提 供 す る も の と す る 。 具 体 的 な 規 則 は

中 国 人 民 銀 行 が 定 め る 。  

中 国 人 民 銀 行 は 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 関 と 共 同 で 、 支 払 い ・ 決

済 ル ー ル を 定 め る 。  

第 2 8 条  中 国 人 民 銀 行 は 通 貨 政 策 執 行 の 必 要 に 応 じ て 商 業 銀 行 へ

の 貸 し 付 け の 金 額 、期 間 、利 率 及 び 方 式 を 決 定 す る こ と が で き る 。

但 し 、 貸 し 付 け 期 間 は １ 年 を 超 え て は な ら な い 。  

第 2 9条  中 国 人 民 銀 行 は 政 府 財 政 に 当 座 貸 越 を し て は な ら ず 、国 債

と そ の 他 の 政 府 債 券 の 直 接 的 な 応 募 、引 き 受 け を し て は な ら な い 。 

第 3 0条  中 国 人 民 銀 行 は 地 方 政 府 、各 級 政 府 官 庁 に 貸 し 付 け を し て

は な ら ず 、 非 銀 行 金 融 機 関 及 び そ の 他 の 単 位 と 個 人 に 貸 し 付 け を

し て は な ら な い 。 但 し 、 特 定 の 非 銀 行 金 融 機 関 に 貸 し 付 け を す る

こ と が で き る と 国 務 院 が 決 定 し た 場 合 を 除 く 。  

中 国 人 民 銀 行 は い か な る 単 位 と 個 人 の 保 証 を も し て は な ら な い 。  

 

第 ５ 章  金 融 監 督 ・ 管 理  

第 3 1条  中 国 人 民 銀 行 は 法 に よ り 金 融 市 場 の 状 況 を 監 視 し 、金 融 市

場 に 対 し て マ ク ロ 調 節 ・ 統 制 を 実 施 し 、 そ の 調 和 の と れ た 発 展 を

は か る 。  

第 3 2 条  中 国 人 民 銀 行 は 金 融 機 関 並 び に そ の 他 の 単 位 及 び 個 人 の

次 に 掲 げ る 行 為 を 検 査 し 、 監 督 す る 権 限 を 有 す る 。  

１  預 金 準 備 金 管 理 の 関 連 規 定 を 執 行 す る 行 為 。  

２  中 国 人 民 銀 行 の 特 別 融 資 と 関 連 す る 行 為 。  

３  人 民 券 管 理 の 関 連 規 定 を 執 行 す る 行 為 。  

４  銀 行 間 コ ー ル 市 場 、 銀 行 間 債 券 市 場 管 理 の 関 連 規 定 を 執 行 す

る 行 為 。  

５  外 国 為 替 管 理 の 関 連 規 定 を 執 行 す る 行 為 。  
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６  金 管 理 の 関 連 規 定 を 執 行 す る 行 為 。  

７  中 国 人 民 銀 行 の 国 庫 経 理 を 代 行 す る 行 為 。  

８  清 算 管 理 の 関 連 規 定 を 執 行 す る 行 為 。  

９  マ ネ ー ロ ン ダ リ ン グ 防 止 の 関 連 規 定 を 執 行 す る 行 為 。  

前 項 に お い て 、 中 国 人 民 銀 行 の 特 別 融 資 と は 、 国 務 院 が 決 定 し

た 、中 国 人 民 銀 行 か ら 金 融 機 関 に 対 す る 特 定 目 的 の 融 資 を い う 。 

第 3 3 条  中 国 人 民 銀 行 は 通 貨 政 策 執 行 と 金 融 の 安 定 維 持 の 必 要 性

に 基 づ き 、 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 関 に 対 し 、 銀 行 業 金 融 機 関 を

検 査 し 、 監 督 す る よ う 提 案 す る こ と が で き る 。 国 務 院 銀 行 業 監 督

管 理 機 関 は 提 案 を 受 け 取 っ た 日 か ら 3 0 日 以 内 に 回 答 す る も の と

す る 。  

第 3 4条  銀 行 業 金 融 機 関 に 支 払 い 困 難 が 生 じ 、金 融 リ ス ク を 誘 発 す

る 可 能 性 が あ る 時 に は 、 中 国 人 民 銀 行 は 金 融 の 安 定 維 持 の た め 、

国 務 院 の 承 認 を 得 て 、 銀 行 業 金 融 機 関 を 検 査 し 監 督 す る 権 利 を 有

す る 。  

第 3 5条  中 国 人 民 銀 行 は 職 責 履 行 の 必 要 性 に 基 づ い て 、銀 行 業 金 融

機 関 に 必 要 な 貸 借 対 照 表 、 損 益 計 算 書 及 び そ の 他 の 財 務 会 計 、 統

計 報 告 書 と 資 料 を 提 出 す る よ う 求 め る 権 限 を 有 す る 。  

中 国 人 民 銀 行 は 国 務 院 の 銀 行 業 監 督 管 理 機 関 そ の 他 の 金 融 監 督 管

理 機 関 と 監 督 管 理 情 報 共 有 の 仕 組 み を つ く る も の と す る 。  

第 3 6条  中 国 人 民 銀 行 は 全 国 の 金 融 統 計 デ ー タ 、報 告 書 の 統 一 的 作

成 を 担 当 し 、 か つ 国 の 関 係 規 定 に 従 っ て 公 布 す る 。  

第 3 7条  中 国 人 民 銀 行 は 自 ら の 会 計 監 査 、検 査 制 度 を 整 備 し 、内 部

の 監 督 ・ 管 理 を 強 め る も の と す る 。  

 

第 ６ 章  財 務 会 計  

第 3 8条  中 国 人 民 銀 行 は 独 立 し た 財 務 予 算 管 理 制 度 を 実 行 す る  

中 国 人 民 銀 行 の 予 算 は 国 務 院 の 財 政 官 庁 の 審 査 を 経 て 、 中 央 予 算

に 組 み 入 れ 、 国 務 院 財 政 官 庁 の 予 算 執 行 に 対 す る 監 督 を 受 け る 。  

第 3 9 条  中 国 人 民 銀 行 の 各 会 計 年 度 の 収 入 か ら 当 該 年 度 の 支 出 を

差 し 引 き 、 か つ 国 務 院 の 財 政 官 庁 が 決 め た 比 率 で 総 準 備 金 を 積 み

立 て 後 の 純 利 益 は 、 全 て 中 央 財 政 に 上 納 す る 。  

中 国 人 民 銀 行 の 欠 損 は 中 央 財 政 の 支 出 に よ っ て 補 填 す る 。  

第 4 0条  中 国 人 民 銀 行 の 財 務 収 支 と 会 計 事 務 で は 、法 律 、行 政 法 規

及 び 国 の 統 一 的 財 務 、 会 計 制 度 を 執 行 し 、 そ れ ぞ れ 国 務 院 の 会 計

検 査 機 関 と 財 政 官 庁 の 法 に 基 づ く 会 計 検 査 と 監 督 を 受 け る も の と

す る 。  

第 4 1条  中 国 人 民 銀 行 は 毎 会 計 年 度 終 了 後 ３ カ 月 以 内 に 、貸 借 対 照

表 、 損 益 計 算 書 及 び 関 係 財 務 会 計 報 告 書 を 作 成 し 、 か つ 年 度 報 告

を 作 成 し て 、 国 の 関 係 規 定 に 従 っ て 公 布 す る も の と す る 。  
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中 国 人 民 銀 行 の 会 計 年 度 は 西 暦 １ 月 １ 日 か ら 1 2 月 3 1 日 ま で と す

る 。  

 

第 ７ 章  法 的 責 任  

第 4 2条  人 民 券 を 偽 造 、 変 造 し 、 偽 造 、 変 造 人 民 券 を 売 却 し 又 は 偽

造 、 変 造 人 民 券 で あ る こ と を 知 っ て 運 送 し 、 犯 罪 を 構 成 す る と き

に は 、法 に よ り 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。犯 罪 を 構 成 し な い と き に は 、

公 安 機 関 が 1 5日 以 下 の 拘 留 、 １ 万 元 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。  

第 4 3条  偽 造 、 変 造 人 民 券 を 購 入 し 、 又 は 偽 造 、 変 造 人 民 券 で あ る

こ と を 知 っ て こ れ を 所 持 、 使 用 し 、 犯 罪 を 構 成 す る と き に は 、 法

に よ り 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。 犯 罪 を 構 成 し な い と き に は 、 公 安 機

関 が 1 5日 以 下 の 拘 留 、 １ 万 元 以 下 の 罰 金 に 処 す る  

第 4 4条  宣 伝 品 、出 版 物 又 は そ の 他 の 商 品 に 人 民 券 の 図 柄 を 不 法 に

使 用 し た と き に は 、 中 国 人 民 銀 行 が 是 正 す る よ う 命 じ 、 か つ 不 法

に 使 わ れ た 人 民 券 図 柄 を 焼 却 し 、 違 法 所 得 を 没 収 し 、 ５ 万 元 以 下

の 罰 金 に 処 す る も の と す る 。  

第 4 5条  代 替 チ ケ ッ ト を 印 刷 、発 売 し 、人 民 券 の 代 わ り に 市 場 で 流

通 さ せ た と き に は 、中 国 人 民 銀 行 が 違 法 行 為 を 停 止 す る よ う 命 じ 、

か つ 2 0万 元 以 下 の 罰 金 に 処 す る も の と す る 。  

第 4 6条  第 3 2条 に 掲 げ る 行 為 が 関 係 規 定 に 違 反 し て お り 、関 係 法 律 、

行 政 法 規 に 処 罰 規 定 が あ る と き に は 、 そ の 規 定 に よ っ て 処 罰 を す

る 。 関 係 法 律 、 行 政 法 規 に 処 罰 規 定 が な い と き に は 、 中 国 人 民 銀

行 が 情 状 に 応 じ て 警 告 を 与 え 、違 法 所 得 を 没 収 し 、違 法 所 得 が 5 0

万 元 以 上 の と き に は 、 そ の １ 倍 以 上 ５ 倍 以 下 の 罰 金 を 併 科 す る 。

違 法 所 得 が な く 又 は 違 法 所 得 が 5 0万 元 未 満 の と き に は 、5 0万 元 以

上 2 0 0万 元 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。ま た 直 接 の 責 任 が あ る 取 締 役 、高

級 管 理 者 そ の 他 の 直 接 責 任 者 に 警 告 を 与 え 、５ 万 元 以 上 5 0万 元 以

下 の 罰 金 に 処 す る 。 犯 罪 を 構 成 す る と き は 、 法 に よ っ て 刑 事 責 任

を 追 及 す る 。  

第 4 7条  当 事 者 は 行 政 処 罰 に 不 服 が あ る 場 合 、「 中 華 人 民 共 和 国 行

政 訴 訟 法 」 の 定 め る と こ ろ に よ っ て 行 政 訴 訟 を 提 起 す る こ と で き

る 。  

第 4 8 条  中 国 人 民 銀 行 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 行 為 の い ず れ か を し た

場 合 に は 、 直 接 の 責 任 を 負 う 主 管 者 及 び そ の 他 の 直 接 責 任 者 に 対

し て 、 法 に よ り 行 政 処 分 を 行 う 。 犯 罪 を 構 成 す る と き に は 、 法 に

よ り 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。  

１  第 3 0条 第 １ 項 の 規 定 に 違 反 し て 貸 し 付 け を す る こ と 。  

２  単 位 と 個 人 の 保 証 を す る こ と 。  

３  発 行 基 金 を 勝 手 に 流 用 す る こ と 。  

前 項 に 掲 げ る 行 為 の い ず れ か を し 、 損 害 を 与 え た と き に は 、 直 接



32 
 

の 責 任 を 負 う 主 管 者 及 び そ の 他 の 直 接 責 任 者 が 一 部 又 は 全 部 の 賠

償 責 任 を 負 う も の と す る 。  

第 4 9条  地 方 政 府 、各 級 政 府 官 庁 、社 会 団 体 及 び 個 人 が 中 国 人 民 銀

行 と そ の 職 員 に 第 3 0 条 の 規 定 に 違 反 し て 貸 し 付 け 又 は 保 証 を す

る よ う 強 要 し た と き に は 、 直 接 の 責 任 を 負 う 主 管 者 及 び そ の 他 の

直 接 責 任 者 に 対 し て 、 法 に よ り 行 政 処 分 を 行 う 。 犯 罪 を 構 成 す る

と き に は 、法 に よ り 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。損 害 を 与 え た と き に は 、

一 部 又 は 全 部 の 賠 償 責 任 を 負 う も の と す る 。  

第 5 0 条  中 国 人 民 銀 行 の 職 員 が 国 の 秘 密 又 は 知 り 得 た 商 業 秘 密 を

漏 ら し 、犯 罪 を 構 成 す る と き に は 、法 に よ り 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。

犯 罪 を 構 成 し な い と き に は 、 法 に よ り 行 政 処 分 を 行 う 。  

第 5 1条  中 国 人 民 銀 行 の 職 員 が 横 領 、収 賄 を し 、私 利 の た め に 不 正

を し 、 職 権 を 濫 用 し 、 職 務 を 疎 か に し て 、 犯 罪 を 構 成 す る と き に

は 、 法 に よ り 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。 犯 罪 を 構 成 し な い と き に は 、

法 に よ り 行 政 処 分 を 行 う  

第 5 2条  こ の 法 律 で 銀 行 業 金 融 機 関 と は 、中 華 人 民 共 和 国 内 に 設 立

さ れ た 商 業 銀 行 、 都 市 信 用 協 同 組 合 及 び 農 村 信 用 協 同 組 合 な ど 公

衆 か ら 預 金 を 集 め る 金 融 機 関 並 び に 政 策 銀 行 を い う 。  

中 華 人 民 共 和 国 内 に 設 立 さ れ た 金 融 資 産 管 理 会 社 、信 託 投 資 会 社 、

金 融 会 社 及 び フ ァ イ ナ ン ス リ ー ス 会 社 並 び に 国 務 院 銀 行 業 監 督 管

理 機 関 の 認 可 を 受 け て 設 立 さ れ た 他 の 金 融 機 関 に は 、 こ の 法 律 の

銀 行 業 金 融 機 関 に 対 す る 規 定 を 適 用 す る 。  

 

第 ８ 章  付 則  

第 5 3条  こ の 法 律 は 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

＜ ＞ 内 は 訳 注 〔 〕 内 は 原 語  

な お 、「 中 華 人 民 共 和 国 中 国 人 民 銀 行 法 」 改 正 に 関 す る 全 人 代 常 務

委 の 決 定 （ 2 0 0 3年 1 2月 2 7日 採 択 ） は 2 0 0 4年 ２ 月 １ 日 か ら 施 行 さ れ

る 。  

h t t p : / / w w w. c h i n a - n e w s . c o . j p / n o d e / 4 6 9 0 4  

 

【 中 華 人 民 共 和 国 商 業 銀 行 法 （ 修 正 ）】  

 

1 9 9 5 年 5 月 1 0 日 第 8 期 中 国 全 国 人 民 代 表 大 会 常 務 委 員 会 第 1 3 回 会 議 で 制 定 し た

2 0 0 3年 1 2月 2 7日 の 第 1 0期 全 人 代 常 務 委 第 6回 会 議 の 「『 中 華 人 民 共 和 国 商 業 銀 行

法 』 是 正 に 関 す る 決 定 」 に 基 づ き 是 正   

 

  第 一 章 （ 総 則 ）   

 

  第 一 条  商 業 銀 行 、預 金 者 及 び そ の 他 の 顧 客 の 合 法 的 な 権 利 と 利 益 の 保 護 、商
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業 銀 行 行 為 の 規 範 化 、信 用 貸 付 資 産 品 質 の 向 上 、監 督 管 理 の 強 化 、商 業 銀 行 の 健

全 な 経 営 の 保 障 、金 融 秩 序 の 維 持 、社 会 主 義 市 場 経 済 発 展 の 促 進 の た め 、本 法 を

制 定 す る 。   

 

  第 二 条  本 法 で 称 す る 商 業 銀 行 と は 、本 法 及 び「 中 華 人 民 共 和 国 会 社 法 」に 従

い 設 立 さ れ た 、公 衆 の 個 人 預 金 を 受 け 入 れ 、貸 付 、決 済 な ど の 業 務 を 行 う 企 業 法

人 を 指 す 。   

 

  第 三 条  商 業 銀 行 は 、次 の 各 号 に 掲 げ る 業 務 の 一 部 又 は 全 部 を 営 む こ と が で き

る 。   

 

  （ 一 ）  公 衆 の 個 人 の 預 金 を 受 入 れ る こ と   

 

  （ 二 ）  短 期 、 中 期 及 び 長 期 の 貸 付 を 行 う こ と   

 

  （ 三 ）  国 内 外 の 決 算 業 務 を 行 う こ と   

 

  （ 四 ）  手 形 の 引 受 と 割 引 を 行 う こ と   

 

  （ 五 ）  金 融 債 券 を 発 行 す る こ と   

 

  （ 六 ）  政 府 債 権 の 代 理 発 行 、 代 理 償 還 並 び に 引 受 を 行 う こ と   

 

  （ 七 ）  政 府 債 券 又 は 金 融 債 券 を 売 買 す る こ と   

 

  （ 八 ）  銀 行 間 コ ー ル ロ ー ン を 行 う こ と   

 

  （ 九 ）  外 国 為 替 の 売 買 、 代 理 売 買 を 行 う こ と   

 

  （ 十 ）  銀 行 カ ー ド 業 務 に 従 事 す る こ と   

 

  （ 十 一 ）  信 用 状 サ ー ビ ス 及 び 担 保 を 提 供 す る こ と   

 

  （ 十 二 ）  組 立 て 又 は 支 払 の 代 理 及 び 保 険 業 務 の 代 理 を 行 う こ と   

 

  （ 十 三 ）  貸 金 庫 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と   

 

  （ 十 四 ）  中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 認 可 を 得 た そ の 他 の 業 務 。   

 

  営 業 の 範 囲 は 商 業 銀 行 の 定 款 に よ り 定 め ら れ 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構
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の 認 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。商 業 銀 行 は 中 国 人 民 銀 行 の 認 可 を 経 て 、人 民 元

転 ・ 外 貨 転 業 務 を 行 う こ と が で き る 。   

 

  第 四 条  商 業 銀 行 は 、安 全 性 、流 動 性 及 び 収 益 性 を 経 営 の 原 則 と し 、自 主 的 な

経 営 を 行 い 、 自 ら リ ス ク を 負 担 し 、 自 ら 損 益 に 責 任 を 負 い 、 自 ら を 規 制 す る 。   

 

  商 業 銀 行 は 法 に 基 づ き 業 務 を 営 み 、 い か な る 単 位 又 は 個 人 の 干 渉 も 受 け な い 。

商 業 銀 行 は 、 そ の 全 て の 法 人 財 産 を も っ て 独 立 し て 民 事 責 任 を 負 う 。   

 

  第 五 条  商 業 銀 行 と 顧 客 と の 業 務 取 引 は 、平 等 、自 由 意 思 、公 平 及 び 信 義 誠 実

の 原 則 を 遵 守 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 六 条  商 業 銀 行 は 、預 金 者 の 合 法 的 な 権 利 と 利 益 が い か な る 単 位 又 は 個 人 に

よ っ て も 侵 害 さ れ な い こ と を 保 障 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 七 条  商 業 銀 行 が 貸 付 業 務 を 営 む 時 は 、 借 入 人 の 信 用 状 況 を 厳 格 に 審 査 し 、

担 保 を 取 得 し 、期 日 ど お り に 貸 付 金 を 回 収 す る こ と を 保 障 し な け れ ば な ら な い 。

商 業 銀 行 が 法 に 基 づ き 満 期 し た 貸 付 金 の 借 入 人 か ら の 元 利 の 回 収 は 、 法 に よ る

保 護 を 受 け る 。   

 

  第 八 条  商 業 銀 行 は 業 務 を 展 開 す る 場 合 、法 、行 政 法 規 の 関 連 規 定 を 遵 守 す る

も の と し 、 中 国 国 家 の 利 益 、 社 会 公 共 の 利 益 を 侵 害 し て は な ら な い 。   

 

  第 九 条  商 業 銀 行 は 業 務 を 展 開 す る 場 合 、公 平 な 競 争 の 原 則 を 遵 守 し な け れ ば

な ら ず 、 不 正 競 争 を 行 っ て は な ら な い 。   

 

  第 十 条  商 業 銀 行 は 、法 に 基 づ き 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 監 督 管 理 を

受 け る 。但 し 、法 律 に お い て そ の 関 連 業 務 に つ き 他 の 監 督 管 理 部 門 又 は 機 構 の 監

督 管 理 を 受 け る 旨 が 定 め ら れ て い る 場 合 は 、 そ の 規 定 に 従 う 。   

 

  第 二 章 （ 商 業 銀 行 の 設 立 及 び 組 織 機 構 ）   

 

  第 十 一 条  商 業 銀 行 を 設 立 す る 場 合 は 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 か ら の

審 査 ∙認 可 を 得 な け れ ば い け な い 。   

 

  中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 認 可 を 得 ず に 、い か な る 単 位 及 び 個 人 も 公 衆

の 預 金 の 受 け 入 れ な ど の 商 業 銀 行 業 務 を 営 ん で は な ら ず 、 い か な る 法 単 位 も そ

の 名 称 に 「 銀 行 」 の 文 字 を 使 用 し て は な ら な い 。   

 

  第 十 二 条  商 業 銀 行 を 設 立 す る 場 合 、次 の 各 号 に 掲 げ る 条 件 を 備 え な け れ ば な
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ら な い 。   

 

  （ 一 ）  本 法 及 び「 中 華 人 民 共 和 国 会 社 法 」の 規 定 に 合 致 す る 定 款 を 有 す る こ

と   

 

  （ 二 ）  本 法 に 定 め る 登 録 資 本 の 最 低 額 を 有 す る こ と   

 

  （ 三 ） 業 務 上 の 専 門 知 識 及 び 業 務 経 験 を 持 っ た 董 事 及 び 高 級 管 理 職 を 有 す る

こ と   

 

  （ 四 ）  健 全 な 組 織 機 構 及 び 管 理 制 度 を 有 す る こ と   

 

  （ 五 ） 条 件 に 適 合 す る 営 業 場 所 、安 全 防 護 措 置 及 び 業 務 に 係 わ る そ の 他 の 施

設 を 有 す る こ と   

 

  商 業 銀 行 を 設 立 す る 場 合 、さ ら に そ の 他 の 慎 重 な 条 件 に も 合 致 し な け れ ば な ら

な い 。   

 

  第 十 三 条  全 国 型 商 業 銀 行 を 設 立 す る 場 合 、登 録 資 本 最 低 額 は 人 民 元 1 0億 元 と

す る 。 都 市 型 商 業 銀 行 設 立 場 合 、 登 録 資 本 最 低 額 は 、 人 民 元 1億 元 と し 、 農 村 型

商 業 銀 行 を 設 立 す る 場 合 、 登 録 資 本 最 低 額 は 人 民 元 5 0 0 0万 元 と す る 。 登 録 資 本

は 、 払 込 済 資 本 で な け れ ば い け な い 。   

 

  中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 は 、慎 重 な 監 督 管 理 の 必 要 性 に 応 じ て 登 録 資 本

最 低 額 を 調 整 す る こ と が で き る 。但 し 、前 項 に 定 め る 限 度 額 を 下 回 っ て は な ら な

い 。   

 

  第 十 四 条  商 業 銀 行 を 設 立 す る 場 合 、申 請 者 は 次 の 各 号 に 掲 げ る 文 書 、資 料 を

中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 に 提 出 し な け れ ば い け な い 。   

 

  （ 一 ）  申 請 書 。 申 請 書 に は 設 立 予 定 の 商 業 銀 行 の 名 称 、 所 在 地 、 登 録 資 本 、

業 務 範 囲 な ど を 明 記 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  （ 二 ）  フ ィ ー ジ ビ リ テ ィ ・ ス タ デ ィ 報 告 書 。   

 

  （ 三 ） 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 提 出 す る こ と を 定 め た そ の 他 の 文 書 、

資 料 。   

 

  第 十 五 条  商 業 銀 行 設 立 の 申 請 が 審 査 の 結 果 、本 法 第 十 四 条 の 規 定 に 合 致 し て

い る 場 合 は 、申 請 者 は 正 式 申 請 表 に 記 入 し 、か つ 次 の 各 号 に 掲 げ る 文 書 、資 料 を
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提 出 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  （ 一 ）  定 款 の 草 案   

 

  （ 二 ）  就 任 予 定 の 董 事 及 び 高 級 管 理 職 の 資 格 証 明 書   

 

  （ 三 ）  法 定 出 資 検 査 機 構 が 発 行 す る 出 資 検 査 証 明 書   

 

  （ 四 ）  株 主 名 簿 と そ の 出 資 額 、 持 分 比 率   

 

  （ 五 ）  登 録 資 本 の 5％ 以 上 を 保 有 す る 株 主 の 出 資 信 用 証 明 書 及 び 関 係 資 料 。   

 

  （ 六 ）  経 営 方 針 及 び 計 画 。   

 

  （ 七 ）  営 業 場 所 、 安 全 防 護 措 置 及 び 業 務 に 係 わ る そ の 他 の 施 設 の 資 料   

 

  （ 八 ）  中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 定 め る そ の 他 の 文 書 、 資 料 。   

 

  第 十 六 条  認 可 を 得 て 設 立 さ れ る 商 業 銀 行 に は 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機

構 が 経 営 許 可 証 を 交 付 し 、か つ そ の 許 可 証 に 基 づ き 、工 商 行 政 管 理 部 門 に お い て

登 記 し 、 営 業 許 可 証 を 受 け 取 る 。   

 

  第 十 七 条  商 業 銀 行 の 組 織 形 態 、組 織 機 構 は「 中 華 人 民 共 和 国 会 社 法 」の 規 定

を 適 用 す る 。   

 

   本 法 の 実 施 前 に 設 立 さ れ た 商 業 銀 行 は 、そ の 組 織 形 態 及 び 組 織 機 構 が「 中 華

人 民 共 和 国 会 社 法 」の 規 定 に 完 全 に は 合 致 し な い と き は 、従 来 の 規 定 を 引 き 続 き

援 用 す る こ と が で き 、 前 項 の 規 定 を 適 用 す る 期 日 に つ い て は 中 国 国 務 院 が 定 め

る 。   

 

  第 十 八 条  国 有 独 資 商 業 銀 行 は 監 事 会 を 設 け る 。監 事 会 の 設 立 規 則 は 国 務 院 が

定 め る 。   

 

  監 事 会 は 国 有 独 資 商 業 銀 行 の 信 用 貸 付 資 産 の 質 、資 産 負 債 比 率 、国 有 資 産 の 実

質 価 値 保 全 又 は 増 値 な ど の 状 況 、及 び 高 級 管 理 者 の 法 律 、行 政 法 規 又 は 定 款 に 違

反 す る 行 為 並 び に 銀 行 の 利 益 を 害 す る 行 為 に 対 し て 、 監 督 す る 。   

 

  第 十 九 条  商 業 銀 行 は 、業 務 上 の 必 要 に 基 づ き 、中 華 人 民 共 和 国 の 国 内 外 に 支

店 等 （ 原 文 は 「 分 支 機 構 」） を 設 け る こ と が で き る 。 支 店 等 の 設 立 は 必 ず 中 国 国

務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 審 査 認 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 中 華 人 民 共 和 国
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内 の 支 店 等 は 、行 政 区 ご と に は 設 立 し な い 。商 業 銀 行 は 中 華 人 民 共 和 国 の 国 内 に

支 店 な ど を 設 け る と き は 、 規 定 に 従 い そ の 経 営 規 模 に 適 し た 運 転 資 金 を 支 出 し

な け れ ば い け な い 。支 店 等 に 支 出 す る 運 転 資 金 の 総 額 は 本 店 の 資 本 金 総 額 の 6 0 %

を 上 回 っ て は な ら な い 。   

 

  第 二 十 条  商 業 銀 行 の 支 店 等 を 設 け る 場 合 は 、申 請 者 は 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督

管 理 機 構 に 次 の 各 号 に 掲 げ る 文 書 、 資 料 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  （ 一 ）  申 請 書 。 申 請 書 に は 設 立 予 定 の 支 店 等 の 名 称 、 運 転 資 金 、 業 務 範 囲 、

本 店 及 び 支 店 等 の 所 在 地 な ど を 明 記 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  （ 二 ）  申 請 者 の つ い 2年 間 の 財 務 会 計 報 告 書   

 

  （ 三 ）  就 任 予 定 の 高 級 管 理 職 の 資 格 証 明 書   

 

  （ 四 ）  経 営 方 針 及 び 計 画 。   

 

  （ 五 ）  営 業 場 所 、 安 全 防 護 措 置 及 び 業 務 に 係 わ る そ の 他 の 施 設 の 資 料   

 

  （ 六 ）  中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 定 め る そ の 他 の 文 書 、 資 料   

 

  第 二 十 一 条  設 立 を 認 可 さ れ た 商 業 銀 行 の 支 店 等 に は 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督

管 理 機 構 が 経 営 許 可 証 を 交 付 し 、か つ そ の 許 可 証 に 基 づ き 、工 商 行 政 管 理 部 門 で

登 記 し 、 営 業 許 可 証 を 受 け 取 る 。   

 

  第 二 十 二 条  商 業 銀 行 は 、そ の 支 店 等 に 対 し 、全 行 の 一 元 的 に 決 算 を 行 い 、一

元 的 に 資 金 を 配 分 し 、 レ ベ ル ご と に 管 理 す る 財 務 制 度 を 実 行 す る 。   

 

  商 業 銀 行 の 支 店 等 は 法 人 格 を 有 せ ず 、本 店 の 授 権 す る 範 囲 に お い て 法 に 基 づ き

業 務 を 営 み 、 そ の 民 事 責 任 は 本 店 が 負 う 。   

 

  第 二 十 三 条  設 立 を 認 可 さ れ た 商 業 銀 行 及 び そ の 支 店 等 は 中 国 国 務 院 銀 行 業

監 督 管 理 機 構 が 公 告 す る 。   

 

  商 業 銀 行 及 び そ の 支 店 等 が 営 業 許 可 証 を 取 得 し た 日 か ら 起 算 し て 、正 当 な 理 由

が な く 6カ 月 経 て も 開 業 し な い と き 、 又 は 開 業 後 自 ら 連 続 6カ 月 以 上 業 務 を 停 止

す る と き は 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 は そ の 営 業 許 可 証 を 取 り 消 し 、か つ

公 告 す る 。   

 

  第 二 十 四 条  商 業 銀 行 は 次 の 各 号 に 掲 げ る 変 更 事 項 の い ず れ か が あ る と き は 、
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中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 認 可 を 得 な け れ ば な ら な い 。   

 

  （ 一 ）  名 称 の 変 更   

 

  （ 二 ）  登 録 資 本 の 変 更   

 

  （ 三 ）  本 店 又 は 支 店 、 出 張 所 の 所 在 地 の 変 更   

 

  （ 四 ）  業 務 範 囲 の 調 整 。   

 

  （ 五 ）  資 本 総 額 又 は 株 式 総 数 の 5％ 以 上 を 保 有 す る 株 主 の 変 更 。   

 

  （ 六 ）  定 款 の 修 正 。   

 

  （ 七 ）  中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 定 め る そ の 他 の 変 更 事 項   

 

  董 事 又 は 高 級 管 理 職 を 変 更 す る 場 合 は 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 に 報 告

し そ の 職 務 就 任 資 格 の 審 査 を 求 め な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 二 十 五 条  商 業 銀 行 の 分 割 、合 弁 に は 、「 中 華 人 民 共 和 国 会 社 法 」の 規 定 を 適

用 す る 。 商 業 銀 行 の 分 割 、 合 弁 は 、 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 審 査 ∙認 可

を 受 け な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 二 十 六 条  商 業 銀 行 は 法 律 、行 政 法 規 の 規 定 に 従 い 、営 業 許 可 証 を 使 用 し な

け れ ば な ら な い 。営 業 許 可 証 の 偽 造 、変 造 、譲 渡 、有 償 貸 出 、無 償 貸 出 を 禁 止 す

る 。   

 

  第 二 十 七 条  次 の 各 号 に 掲 げ る 状 況 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、商 業 銀 行 の

董 事 又 は 高 級 管 理 職 に 就 任 し て は な ら な い 。   

 

  （ 一 ）  汚 職 、贈 収 賄 、財 産 の 横 領 、財 産 の 流 用 罪 も し く は 社 会 の 経 済 秩 序 を

破 壊 す る 罪 を 犯 し た こ と に よ り 、刑 事 罰 に 処 せ ら れ 、又 は 犯 罪 に よ り 政 治 的 権 利

を 剥 奪 さ れ て い る と き   

 

  （ 二 ）  経 営 不 振 に よ り 破 産 し 清 算 し た 会 社 、企 業 の 董 事 又 は 工 場 長 、マ ネ ー

ジ ャ ー に 就 任 し て お り 、 そ の 会 社 、 企 業 の 破 産 に 個 人 と し て 責 任 を 負 う と き   

 

  （ 三 ） 違 法 行 為 に よ り 営 業 許 可 証 を 没 収 さ れ た 会 社 、企 業 の 法 定 代 表 者 に 就

任 し て お り 、 個 人 と し て 責 任 を 負 う と き   

 



39 
 

  （ 四 ）  多 額 の 債 務 を 負 う 個 人 で 、 満 期 に も か か わ ら ず 返 済 で き な い と き   

 

  第 二 十 八 条  い か な る 単 位 又 は 個 人 も 商 業 銀 行 の 株 式 総 額 の 5％ 以 上 を 購 入 す

る と き は 、事 前 に 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 認 可 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

 

  第 三 章 （ 預 金 者 へ の 保 護 ）   

 

  第 二 十 九 条  商 業 銀 行 が 個 人 貯 蓄 預 金 業 務 を 営 む 場 合 は 、 自 由 意 思 に よ る 預

入 、自 由 な 引 出 、利 息 の 支 払 、預 金 者 の 秘 密 保 全 の 原 則 を 遵 守 し な け れ ば な ら な

い 。個 人 貯 蓄 預 金 に 対 し て 、商 業 銀 行 は い か な る 単 位 又 は 個 人 に よ る 調 査 、凍 結 、

差 押 を も 拒 む 権 利 を 有 す る が 、 法 律 に 別 段 の 定 め が あ る 場 合 は こ の 限 り で は な

い 。   

 

  第 三 十 条  法 人 の 預 金 に 対 し て 、商 業 銀 行 は い か な る 単 位 又 は 個 人 に よ る 調 査

を 拒 む 権 利 を 有 す が 、法 律 、行 政 法 規 に 別 段 の 定 め が あ る 場 合 は こ の 限 り で は な

い 。い か な る 単 位 又 は 個 人 に よ る 凍 結 、差 押 請 求 も 拒 絶 す る 権 利 を 有 す る が 、法

律 に 別 段 の 規 定 が あ る 場 合 は こ の 限 り で は な い 。   

 

  第 三 十 一 条  商 業 銀 行 は 中 国 人 民 銀 行 の 定 め る 預 金 利 率 の 上 下 限 に 従 い 、預 金

利 率 を 定 め 、 か つ そ れ を 公 告 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 三 十 二 条  商 業 銀 行 は 中 国 人 民 銀 行 の 規 定 に 従 い 、中 国 人 民 銀 行 に 預 金 準 備

金 を 預 け 入 れ 、 十 分 な 支 払 準 備 金 を 留 保 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 三 十 三 条  商 業 銀 行 は 預 金 の 元 利 の 支 払 を 保 証 し な け れ ば な ら ず 、預 金 元 利

の 支 払 を 遅 延 さ せ 、 又 は 拒 絶 し て は な ら な い 。   

 

  第 四 章 （ 貸 付 及 び そ の 他 の 業 務 の 基 本 規 則 ）   

 

  第 三 十 四 条  商 業 銀 行 は 中 国 国 民 経 済 及 び 社 会 の 発 展 の 必 要 に 基 づ き 、国 の 産

業 政 策 の 指 導 の 下 に 貸 付 業 務 を 営 む 。   

 

  第 三 十 五 条  商 業 銀 行 が 貸 付 を 行 う 場 合 は 、借 入 人 の 借 入 金 の 使 途 、返 済 能 力 、

返 済 方 法 な ど の 状 況 に 対 し て 厳 格 な 審 査 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 商 業 銀 行 が

貸 付 を 行 う 場 合 は 、 審 査 と 貸 付 け の 分 離 、 レ ベ ル 別 段 審 査 ∙認 可 制 度 を 取 ら な け

れ ば な ら な い 。   

 

  第 三 十 六 条  商 業 銀 行 が 貸 付 を 行 う 場 合 は 、借 入 人 は 担 保 を 差 し 入 れ な け れ ば

な ら な い 。商 業 銀 行 は 保 証 人 の 返 済 能 力 、抵 当 物 又 は 質 物 の 権 利 の 帰 属 及 び 価 値

並 び に 抵 当 権 、質 権 の 実 行 可 能 性 に 対 し て 厳 格 な 審 査 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。
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商 業 銀 行 の 審 査 及 び 評 価 を 経 て 、借 入 人 の 信 用 が 良 好 で あ る こ と を 確 認 し 、貸 付

を 間 違 い な く 返 済 で き る と き は 、 担 保 を 差 し 入 れ な い こ と が で き る 。   

 

  第 三 十 七 条  商 業 銀 行 が 貸 付 を 行 う と き は 、借 入 人 と の 間 で 、書 面 に よ る 契 約

を 締 結 し な け れ ば な ら な い 。契 約 に は 、貸 付 の 種 類 、借 入 金 の 使 途 、金 額 、利 率 、

返 済 期 限 、返 済 方 式 、違 約 責 任 及 び 双 方 が 約 定 す る 必 要 が あ る と 認 め る そ の 他 の

事 項 に つ い て 約 定 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 三 十 八 条  商 業 銀 行 は 中 国 人 民 銀 行 が 定 め た 貸 付 利 率 の 上 下 限 に 従 い 、貸 付

利 率 を 確 定 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 三 十 九 条  商 業 銀 行 の 貸 付 を 行 う と き は 、次 の 各 号 に 掲 げ る 資 産 負 債 比 率 管

理 の 規 定 を 遵 守 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  （ 一 ）  自 己 資 金 比 率 は 8％ を 下 回 ら な い こ と   

 

  （ 二 ）  貸 付 残 高 と 預 金 残 高 と の 比 率 は 7 5％ を 超 え な い こ と   

 

  （ 三 ）  流 動 資 産 の 残 高 と 流 動 負 債 の 残 高 と の 比 率 は 2 5％ を 下 回 ら な い こ と   

 

  （ 四 ） 同 一 借 入 人 に 対 す る 貸 付 の 残 高 と 商 業 銀 行 の 資 本 残 高 と の 比 率 は 1 0％

を 超 え な い こ と   

 

  （ 五 ） 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 資 産 負 債 比 率 管 理 に 関 す る そ の 他 の

規 定 。本 法 の 施 行 前 に 設 立 さ れ た 商 業 銀 行 は 、本 法 の 施 行 後 、そ の 資 産 負 債 比 率

が 前 項 の 規 定 に 合 致 し な い と き は 、 一 定 の 期 間 内 に 前 項 の 規 定 に 合 致 さ せ な け

れ ば な ら な い 。 具 体 的 規 則 は 中 国 国 務 院 が 定 め る 。   

 

  第 四 十 条  商 業 銀 行 は 、そ の 関 係 者 に 信 用 貸 付 を 行 っ て は な ら な い 。関 係 者 に

対 し て 担 保 付 貸 付 を 行 う 条 件 は 、 他 の 借 入 人 に 対 す る 同 種 の 貸 付 条 件 よ り も 優

遇 し て は な ら な い 。 前 項 に い う 関 係 者 と は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 を 指 す 。   

 

  （ 一 ）  商 業 銀 行 の 董 事 、監 事 、管 理 職 、信 用 貸 付 業 務 担 当 者 及 び そ れ ら の 近

親 者   

 

  （ 二 ）  前 項 に 掲 げ る 者 が 投 資 す る 、又 は 高 級 管 理 職 に 就 任 し て い る 会 社 、企

業 及 び そ の 他 の 経 済 組 織   

 

  第 四 十 一 条  い か な る 単 位 及 び 個 人 も 商 業 銀 行 に 貸 付 の 実 施 又 は 担 保 の 差 し

入 れ を 強 制 し て は な ら な い 。商 業 銀 行 は 、貸 付 の 実 施 又 は 担 保 の 差 し 入 れ を 強 制



41 
 

す る 如 何 な る 単 位 又 は 個 人 に よ る 要 求 も 拒 む 権 利 を 有 す る 。   

 

  第 四 十 二 条  借 入 人 は 、 期 限 通 り に 借 入 金 の 元 利 を 返 済 し な け れ ば な ら な い 。

借 入 人 が 担 保 期 限 切 れ で も 担 保 付 貸 付 を 返 済 し な い と き は 、 商 業 銀 行 は 法 に 基

づ き 、保 証 人 に 貸 付 の 元 利 の 返 済 を 要 求 し 、又 は 当 該 担 保 物 に つ い て 優 先 弁 済 を

受 け る 権 利 を 有 す る 。 商 業 銀 行 が 抵 当 権 又 は 質 権 を 行 使 す る こ と に よ り 取 得 す

る 不 動 産 又 は 株 券 は 、取 得 の 日 か ら 2年 以 内 に 処 分 し な け れ ば な ら な い 。借 入 人

が 期 限 切 れ で も 信 用 貸 付 を 返 済 し な い と き は 、 契 約 の 約 定 に 従 い 責 任 を 負 わ な

け れ ば な ら な い 。   

 

  第 四 十 三 条  商 業 銀 行 は 中 華 人 民 共 和 国 の 国 内 に お い て 信 託 投 資 及 び 証 券 業

務 に 従 事 し て は な ら ず 、 自 ら 使 用 し な い 不 動 産 又 は 非 銀 行 金 融 機 関 及 び 企 業 に

対 し て 投 資 を し て は な ら な い 。但 し 、国 が 別 途 規 定 し て い る 場 合 は こ の 限 り で は

な い 。   

 

  第 四 十 四 条  商 業 銀 行 が 手 形 の 引 受 、手 形 の 支 払 、代 金 の 委 託 取 立 な ど の 決 済

業 務 を 行 う と き は 、 規 定 さ れ た 期 限 通 り に 支 払 い 、 収 支 記 帳 を し な け れ ば な ら

ず 、 手 形 の 処 理 を 放 置 し 、 又 は 規 定 に 違 反 し て 手 形 を 不 渡 り に し て は な ら な い 。

支 払 い 、 収 支 記 帳 の 期 限 に 関 す る 規 定 は 公 表 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 四 十 五 条  商 業 銀 行 が 金 融 債 券 を 発 行 し 、又 は 国 外 で 借 入 を す る と き は 、法

律 、 行 政 法 規 の 規 定 に 従 い 、 認 可 を 得 な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 四 十 六 条  銀 行 間 コ ー ル ロ ー ン は 、中 国 人 民 銀 行 の 規 定 を 遵 守 し な け れ な ば

ら な い 。借 入 コ ー ル ロ ー ン 資 金 を 利 用 し て 固 定 資 産 貸 付 金 を 行 う こ と 、又 は 投 資

に 用 い る こ と を 禁 止 す る 。貸 出 コ ー ル ロ ー ン 資 金 は 、準 備 預 金 を 預 け 入 れ 、支 払

準 備 金 を 確 保 し 、 又 は 中 国 人 民 銀 行 の 期 限 到 来 借 入 を 返 済 し た 後 に 余 っ た 遊 休

資 金 に 限 定 す る 。 借 入 コ ー ル ロ ー ン 資 金 は 手 形 の 決 済 及 び 銀 行 間 為 替 差 額 資 金

の 不 足 の 補 填 、 並 び に 一 時 的 運 転 資 金 の 需 要 を 解 決 す る こ と に 用 い る 。   

 

  第 四 十 七 条  商 業 銀 行 は 、規 定 に 違 反 し 、利 率 を 引 上 げ 、又 は 引 下 げ 、及 び そ

の 他 の 不 公 正 な 手 段 を 用 い て 預 金 を 受 け 入 れ 、 貸 付 を 行 っ て は な ら な い 。   

 

  第 四 十 八 条  企 業 、事 業 単 位 は 、自 主 的 に 一 つ の 商 業 銀 行 の 営 業 場 所 を 選 定 し 、

日 常 の 振 替 決 済 及 び 現 金 の 収 支 の た め の 一 口 の 基 本 勘 定 口 座 を 開 設 す る こ と が

で き る が 、 2口 以 上 の 基 本 口 座 を 開 設 し て は な ら な い 。   

 

  い か な る 単 位 又 は 個 人 も 、個 人 名 義 で 口 座 を 開 設 し 、単 位 の 資 金 を 預 け 入 れ て

は な ら な い 。   
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  第 四 十 九 条  商 業 銀 行 の 営 業 時 間 は 、顧 客 の 便 宜 を 図 ら な け れ ば な ら ず 、か つ

公 告 し な け れ ば な ら な い 。 商 業 銀 行 は 公 告 し た 営 業 時 間 内 は 営 業 し な け れ ば な

ら ず 、 無 断 で 営 業 を 停 止 し 、 又 は 営 業 時 間 を 短 縮 し て は な ら な い 。   

 

  第 五 十 条  商 業 銀 行 が 業 務 を 処 理 し 、サ ー ビ ス を 提 供 す る と き は 、規 定 に 従 い

一 定 の 手 数 料 を 収 受 す る 。料 金 項 目 及 び 基 準 は 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構

と 中 国 人 民 銀 行 が 職 責 分 担 に 従 い 、 そ れ ぞ れ 中 国 国 務 院 価 格 主 管 部 門 と と も に

定 め る 。   

 

  第 五 十 一 条  商 業 銀 行 は 国 の 関 係 規 定 に 従 い 、財 務 会 計 報 告 書 、業 務 契 約 書 及

び そ の 他 の 資 料 を 保 存 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 五 十 二 条  商 業 銀 行 の 職 員 は 法 律 、行 政 法 規 及 び そ の 他 の 各 種 の 業 務 管 理 に

係 わ る 規 定 を 遵 守 し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 行 為 を 行 っ て は な ら な い 。   

 

  （ 一 ）  職 務 上 の 便 宜 を 利 用 し 、賄 賂 を 要 求 し 、も し く は 受 領 し 、又 は 国 の 規

定 に 違 反 し 各 種 名 目 の リ ベ ー ト 、 手 数 料 を 収 受 す る こ と   

 

  （ 二 ）  職 務 上 の 便 宜 を 利 用 し て 、銀 行 又 は 顧 客 の 資 金 を 着 服 、流 用 、横 領 す

る こ と   

 

  （ 三 ）  規 定 に 違 反 し 、私 的 に 親 族 、友 人 に 対 し 貸 付 を 行 い 、又 は 担 保 を 提 供

す る こ と   

 

  （ 四 ）  他 の 経 済 組 織 に お い て 兼 職 す る こ と   

 

  （ 五 ）  法 律 、 行 政 法 規 及 び 業 務 管 理 に 係 わ る 規 定 に 違 反 す る そ の 他 の 行 為   

 

  第 五 十 三 条  商 業 銀 行 の 職 員 は 、在 任 期 間 中 、知 り 得 た 国 家 秘 密 、営 業 秘 密 を

漏 ら し て は な ら な い 。   

 

  第 五 章 （ 財 務 会 計 ）   

 

  第 五 十 四 条  商 業 銀 行 は 、法 律 及 び 国 の 一 元 的 な 会 計 制 度 及 び 中 国 国 務 院 銀 行

業 監 督 管 理 機 構 の 関 係 規 定 に 従 い 、自 行 の 財 務 会 計 制 度 を 確 立 し 、整 頓 し な け れ

ば な ら な い 。   

 

  第 五 十 五 条  商 業 銀 行 は 国 の 関 係 規 定 に 従 い 、そ の 業 務 活 動 及 び 財 務 会 計 状 況

を あ り の ま ま に 記 録 し 、か つ 全 面 的 に 反 映 し 、年 度 財 務 会 計 報 告 を 作 成 し 、遅 滞

な く 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 、 中 国 人 民 銀 行 及 び 国 務 院 財 政 部 門 に 会 計
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報 告 書 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 商 業 銀 行 は 法 定 の 会 計 帳 簿 の 他 に 会 計 帳 簿

を 設 け て は な ら な い 。   

 

  第 五 十 六 条  商 業 銀 行 は 会 計 年 度 ご と に 年 度 終 了 後 ３ カ 月 以 内 に 、中 国 国 務 院

銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 規 定 に 従 い 、 そ の 前 年 度 の 営 業 成 績 及 び 会 計 監 査 報 告 を

公 布 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 五 十 七 条  商 業 銀 行 は 国 の 関 係 規 定 に 従 い 、貸 倒 引 当 金 を 計 上 し 、貸 倒 を 償

却 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 五 十 八 条  商 業 銀 行 の 会 計 年 度 は 西 暦 1月 1日 か ら 1 2月 3 1日 ま で と す る 。   

 

  第 六 章 （ 監 督 管 理 ）   

 

  第 五 十 九 条  商 業 銀 行 は 関 連 規 定 に 従 い 、自 行 の 業 務 規 則 を 制 定 し 、自 行 の リ

ス ク 管 理 及 び 内 部 管 理 制 度 を 確 立 し 、 整 頓 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 六 十 条  商 業 銀 行 は 自 行 の 預 金 、貸 付 、決 済 、貸 倒 な ど の 状 況 に つ い て の 会

計 監 査 、 検 査 制 度 を 確 立 し 、 整 頓 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  商 業 銀 行 は 支 店 等 に 対 し 経 常 的 な 会 計 監 査 及 び 検 査 監 督 を 行 わ な け れ ば な ら

な い 。   

 

  第 六 十 一 条  商 業 銀 行 は 規 定 に 従 い 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 及 び 中 国

人 民 銀 行 に 対 し 、貸 借 対 照 表 、損 益 計 算 書 並 び に そ の 他 の 財 務 会 計・統 計 報 告 書

及 び 資 料 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 六 十 二 条  中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 は 本 法 第 三 章 、第 四 章 、第 五 章 の

規 定 に 基 づ き 、商 業 銀 行 の 預 金 、貸 付 、決 済 、貸 倒 な ど の 状 況 に 対 す る 随 時 検 査

監 督 す る 権 利 を 有 す る 。検 査 監 督 の 時 、検 査 監 督 者 は 適 法 な 身 分 証 明 書 を 提 示 し

な け れ ば な ら な い 。商 業 銀 行 は 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 求 め に 従 い 、財

務 会 計 資 料 、 業 務 契 約 書 及 び 経 営 管 理 に 係 わ る そ の 他 の 情 報 を 提 供 し な け れ ば

な ら な い 。   

 

  中 国 人 民 銀 行 は ｢中 華 人 民 共 和 国 中 国 人 民 銀 行 法 ｣第 三 十 二 条 、第 三 十 四 条 の 規

定 に 従 い 商 業 銀 行 に 対 し て 検 査 監 督 を 行 う 権 利 を 有 す る 。   

 

  第 六 十 三 条  商 業 銀 行 は 法 に 基 づ き 、会 計 検 査 機 関 の 会 計 検 査 、監 督 を 受 け な

け れ ば な ら な い 。   
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  第 七 章  接 収 管 理 及 び 終 了   

 

  第 六 十 四 条  商 業 銀 行 に 信 用 危 機 が 生 じ 、又 は そ の 恐 れ が あ り 、預 金 者 の 利 益

に 重 大 な 影 響 を 与 え る と き は 、 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 は そ の 銀 行 を 接

収 管 理 す る こ と が で き る 。   

 

  接 収 管 理 の 目 的 は 、接 収 管 理 さ れ る 商 業 銀 行 に 対 し 、必 要 な 措 置 を 講 じ 、そ れ

に よ り 、預 金 者 の 利 益 を 保 護 し 、商 業 銀 行 の 正 常 な 経 営 能 力 を 回 復 さ せ る こ と に

あ る 。 接 収 管 理 さ れ る 商 業 銀 行 の 債 権 債 務 関 係 は 、 接 収 管 理 に よ っ て 変 化 し な

い 。   

 

  第 六 十 五 条  接 収 管 理 は 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 決 定 し 、か つ 実 施

さ せ る 。中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 接 収 管 理 の 決 定 に は 、次 の 各 号 の 内 容

を 明 記 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  （ 一 ）  接 収 管 理 さ れ る 商 業 銀 行 の 名 称   

 

  （ 二 ）  接 収 管 理 理 由   

 

  （ 三 ）  接 収 管 理 す る 組 織   

 

  （ 四 ）  接 収 管 理 期 間   

 

  接 収 管 理 の 決 定 は 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 公 告 す る 。   

 

  第 六 十 六 条  接 収 管 理 は 、 接 収 管 理 実 施 決 定 日 か ら 開 始 す る 。   

 

  接 収 管 理 開 始 日 か ら 接 収 管 理 組 織 が 商 業 銀 行 の 経 営 管 理 権 を 行 使 す る 。   

 

  第 六 十 七 条  接 収 管 理 期 間 が 満 了 し た 場 合 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が

期 間 延 長 を 決 定 す る こ と が で き る が 、 接 収 管 理 期 間 は 2年 を 超 え て は な ら な い 。   

 

  第 六 十 八 条  次 の 各 号 に 掲 げ る 状 況 の い ず れ か が あ る 場 合 は 、接 収 管 理 は 終 了

す る 。   

 

  （ 一 ） 接 収 管 理 決 定 に 定 め る 期 間 が 満 了 し 、又 は 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理

機 構 の 決 定 す る 接 収 管 理 の 期 間 延 長 期 間 が 満 了 し た と き   

 

  （ 二 ） 接 収 管 理 期 間 の 満 了 前 に 、当 該 商 業 銀 行 が 正 常 な 経 営 能 力 を 回 復 し て

い る と き   
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  （ 三 ）  接 収 管 理 期 間 の 満 了 前 に 、当 該 商 業 銀 行 が 合 弁 さ れ 、又 は 法 に 基 づ き

破 産 宣 告 を 受 け た と き   

 

  第 六 十 九 条  商 業 銀 行 は 分 割 、合 弁 、又 は 定 款 の 定 め る 解 散 事 由 に よ り 解 散 す

る 必 要 が あ る と き は 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 に 申 請 を 提 出 し 、か つ 解 散

の 理 由 及 び 預 金 の 元 利 支 払 な ど の 債 務 弁 済 計 画 を 付 さ な け れ ば な ら な い 。 中 国

国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 認 可 を 得 た 後 に 解 散 す る 。   

 

  商 業 銀 行 が 解 散 す る と き は 、法 に 基 づ き 清 算 委 員 会 を 設 立 し 、清 算 を 行 い 、弁

済 計 画 に 従 い 遅 滞 な く 預 金 の 元 利 な ど の 債 務 を 弁 済 し な け れ ば な ら な い 。 中 国

国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 は 、 清 算 の 過 程 を 監 督 す る 。   

 

  第 七 十 条  商 業 銀 行 が 営 業 許 可 証 の 取 消 に よ り 強 制 解 散 さ れ る と き は 、中 国 国

務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 は 法 に 基 づ き 遅 滞 な く 清 算 委 員 会 を 設 立 さ せ 、 清 算 を

行 い 、 弁 済 計 画 に 従 い 預 金 の 元 利 な ど の 債 務 を 弁 済 し な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 七 十 一 条  商 業 銀 行 が 期 限 到 来 債 務 の 弁 済 が 不 能 と な っ た と き は 、中 国 国 務

院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 同 意 を 得 て 、人 民 法 院 が 法 に 基 づ き 破 産 を 宣 告 す る 。商

業 銀 行 が 破 産 を 宣 告 さ れ た と き は 、 人 民 法 院 が 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構

な ど の 関 係 部 門 及 び 関 係 者 が 清 算 委 員 会 を 成 立 し 、 清 算 を 行 う 。   

 

  商 業 銀 行 の 破 産 清 算 を す る と き は 、清 算 費 用 、未 払 の 職 員 の 賃 金 及 び 労 働 保 険

費 用 を 支 払 っ た 後 に 、個 人 貯 蓄 預 金 の 元 利 を 優 先 し て 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。  

 

  第 七 十 二 条  商 業 銀 行 は 解 散 、 強 制 解 散 及 び 破 産 宣 告 に よ り 終 了 す る 。   

 

  第 八 章 （ 法 的 責 任 ）   

 

  第 七 十 三 条  商 業 銀 行 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 状 況 の い ず れ か に あ る 場 合 に お い

て 、預 金 者 又 は そ の 他 の 顧 客 の 財 産 に 損 害 を 与 え た と き は 、支 払 の 履 行 遅 延 に よ

る 延 滞 利 息 の 支 払 及 び そ の 他 の 民 事 責 任 を 負 わ な け れ ば な ら な い 。   

 

  （ 一 ） 預 金 の 元 利 の 支 払 い を 正 当 な 理 由 な く 遅 延 し 、又 は 拒 絶 し て い る 場 合   

 

  （ 二 ）  手 形 の 引 受 な ど の 決 済 業 務 の 規 定 に 違 反 し 、支 払 わ ず 、収 支 記 帳 処 理

を せ ず 、 手 形 の 処 理 を 放 置 し 、 又 は 規 定 に 違 反 し 手 形 を 不 渡 り に す る 場 合   

 

  （ 三 ）  個 人 の 貯 蓄 預 金 又 は 単 位 の 預 金 を 不 法 に 調 査 し 、凍 結 、差 押 さ え て い

る 場 合   
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  （ 四 ） 本 法 の 規 定 に 違 反 し 、預 金 者 又 は 他 の 顧 客 に 対 し 損 害 を 与 え る そ の 他

の 行 為 が あ る 場 合   

 

  前 項 に 定 め る 状 況 に 該 当 す る 場 合 は 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 是 正 を

命 じ 、 違 法 所 得 が あ る と き は 、 違 法 所 得 を 没 收 し 、 違 法 所 得 が 人 民 元 5万 元 以 上

の と き は 、違 法 所 得 の 同 額 以 上 5倍 以 下 の 過 料 を 併 科 す る 。違 法 所 得 が な い と き

又 は 違 法 所 得 が 人 民 元 5万 元 に 満 た な い と き は 、 人 民 元 5万 元 以 上 5 0万 元 以 下 の

過 料 に 処 す る 。   

 

  第 七 十 四 条  商 業 銀 行 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 状 況 の い ず れ か に あ る 場 合 は 、中 国

国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 是 正 を 命 じ 、違 法 所 得 が あ る と き は 、違 法 所 得 を 没

収 し 、違 法 所 得 が 人 民 元 5 0万 元 以 上 の と き は 違 法 所 得 の 同 額 以 上 5倍 以 下 の 過 料

を 併 科 す る 。 違 法 所 得 が な い と き 又 は 違 法 所 得 が 人 民 元 5 0万 元 に 満 た な い と き

は 、人 民 元 5 0万 元 以 上 2 0 0万 元 以 下 の 過 料 に 処 す る 。情 状 が 特 に 重 大 な と き 、又

は 期 限 以 内 に そ の 行 為 を 是 正 し な い と き は 、 業 務 を 停 止 し 整 頓 す る こ と を 命 じ 、

も し く は そ の 営 業 許 可 証 を 没 収 す る こ と が で き る 。犯 罪 を 構 成 す る と き は 、法 に

基 づ き 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。   

 

  （ 一 ）  認 可 を 得 ず に 支 店 等 を 設 立 し た 場 合   

 

  （ 二 ） 認 可 を 得 ず に 分 割 も し く は 合 弁 を 行 い 、又 は 規 定 に 違 反 し て 変 更 事 項

に つ き 申 請 し な い 場 合   

 

  （ 三 ）  規 定 に 違 反 し て 、利 率 を 引 き 上 げ 又 は 引 き 下 げ 、か つ そ の 他 の 不 正 手

段 を 用 い て 預 金 を 集 め 、 貸 付 を 行 っ た 場 合   

 

  （ 四 ）  営 業 許 可 証 を 賃 貸 又 は 貸 借 し た 場 合   

 

  （ 五 ）  認 可 を 得 ず に 外 貨 を 売 買 し 、 又 は 外 貨 売 買 を 代 理 し た 場 合   

 

  （ 六 ） 認 可 を 得 ず に 政 府 債 券 を 売 買 し 、又 は 金 融 債 券 を 発 行 も し く は 売 買 し

た 場 合   

 

  （ 七 ） 国 の 規 定 に 違 反 し て 信 託 投 資 及 び 証 券 業 務 に 従 事 し 、自 ら 用 い な い 不

動 産 又 は 非 銀 行 金 融 機 構 及 び 企 業 に 投 資 し た 場 合   

 

  （ 八 ） 関 係 者 に 対 す る 信 用 貸 付 又 は 担 保 付 貸 付 の 条 件 を そ の 他 の 借 入 人 の 同

種 の 貸 付 の 条 件 よ り も 優 先 設 定 し た 場 合   
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  第 七 十 五 条  商 業 銀 行 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 情 況 の い ず れ か に あ る 場 合 、中 国 国

務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 是 正 を 命 じ 、 人 民 元 2 0万 元 以 上 5 0万 元 以 下 の 過 料 を

併 科 す る 。 情 状 が 特 に 重 大 な と き 、 又 は 期 限 以 内 に そ の 行 為 を 是 正 し な い と き

は 、業 務 を 停 止・整 頓 を 命 じ 、又 は そ の 営 業 許 可 証 を 没 収 す る こ と が で き る 。犯

罪 を 構 成 す る と き は 、 法 に 基 づ き 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。   

 

  （ 一 ）  中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 検 査 監 督 を 拒 み 、 又 は 妨 げ た 場 合   

 

  （ 二 ） 虚 偽 又 は 重 要 事 実 を 隠 し た 財 務 会 計 報 告 書 、財 務 諸 表 及 び 統 計 報 告 書

を 提 供 し た こ と   

 

  （ 三 ）  自 己 資 本 比 率 、預 金 貸 付 比 率 、資 産 流 動 性 比 率 、同 一 借 入 人 に 対 す る

貸 付 比 率 及 び 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 資 産 負 債 比 率 管 理 に 関 す る そ の

他 の 規 定 を 遵 守 し て い な い 場 合   

 

  第 七 十 六 条  商 業 銀 行 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 状 況 の い ず れ か に あ る 場 合 、中 国 人

民 銀 行 が 是 正 を 命 じ 、違 法 所 得 が あ る と き は 、違 法 所 得 を 没 収 し 、違 法 所 得 が 人

民 元 5 0万 元 以 上 で あ る と き は 、 違 法 所 得 の 同 額 以 上 5倍 以 下 の 過 料 を 併 科 す る 。

違 法 所 得 が な い と き 又 は 違 法 所 得 が 人 民 元 5 0万 元 に 満 た な い と き は 、 人 民 元 5 0

万 元 以 上 2 0 0万 元 以 下 の 過 料 に 処 す る 。情 状 が 特 に 重 大 な と き 、又 は 期 間 を 徒 過

し て も 是 正 し な い と き は 、 中 国 人 民 銀 行 は 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 に 対

し 営 業 停 止・整 頓 命 令 、又 は そ の 営 業 許 可 証 の 没 収 を 提 案 す る こ と が で き る 。犯

罪 を 構 成 す る と き は 、 法 に 基 づ き 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。   

 

  （ 一 ）  認 可 を 得 ず に 人 民 元 転 、 外 貨 転 を 行 っ た 場 合   

 

  （ 二 ） 認 可 を 得 ず に 銀 行 間 債 券 市 場 に お い て 金 融 債 券 を 発 行 も し く は 売 買 し 、

又 は 国 外 借 入 れ を 行 っ た 場 合   

 

  （ 三 ）  規 定 に 違 反 し て 同 業 コ ー ル ロ ー ン を 行 っ た 場 合   

 

  第 七 十 七 条  商 業 銀 行 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 状 況 の い ず れ か に あ る 場 合 は 、中 国

人 民 銀 行 が 是 正 を 命 じ 、 人 民 元 2 0万 元 以 上 5 0万 元 以 下 の 過 料 を 併 科 す る 。 情 状

が 特 に 重 大 な と き 、又 は 期 間 を 超 過 し て も 是 正 し な い と き は 、中 国 人 民 銀 行 は 中

国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 に 対 し 営 業 停 止・整 頓 命 令 、又 は そ の 営 業 許 可 証 の

没 収 を 提 案 す る こ と が で き る 。犯 罪 を 構 成 す る と き は 、法 に 基 づ き 刑 事 責 任 を 追

及 す る 。   

 

  （ 一 ）  中 国 人 民 銀 行 の 検 査 監 督 を 拒 み 、 又 は 妨 げ た 場 合   
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  （ 二 ） 虚 偽 又 は 重 要 事 実 を 隠 し た 財 務 会 計 報 告 書 、財 務 諸 表 及 び 統 計 報 告 書

を 提 出 し た 場 合   

 

  （ 三 ）  中 国 人 民 銀 行 が 定 め る 割 合 に 従 い 準 備 預 金 を 納 付 し な い 場 合   

 

  第 七 十 八 条  商 業 銀 行 は 本 法 第 七 十 三 条 か ら 第 七 十 七 条 に 定 め る 状 況 に 該 当

す る 場 合 、 直 接 に 責 任 を 負 う 董 事 、 高 級 管 理 職 及 び そ の 他 の 直 接 責 任 者 に 対 し 、

規 律 処 分 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。犯 罪 を 構 成 す る と き は 、法 に 基 づ き 刑 事 責 任

を 追 及 す る 。   

 

  第 七 十 九 条  商 業 銀 行 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 状 況 の い ず れ か が あ る 場 合 は 、中 国

国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 是 正 を 命 じ 、違 法 所 得 が あ る と き は 、違 法 所 得 を 没

收 し 、違 法 所 得 が 人 民 元 5万 元 以 上 で あ る と き は 、違 法 所 得 の 同 額 以 上 5倍 以 下 の

過 料 を 併 科 す る 。違 法 所 得 が な い と き 又 は 違 法 所 得 が 人 民 元 5万 元 に 満 た な い と

き は 、 人 民 元 5万 元 以 上 5 0万 元 以 下 の 過 料 に 処 す る 。   

 

  （ 一 ）  認 可 を 得 ず に 名 称 に ｢銀 行 ｣の 文 字 を 使 用 し て い る 場 合   

 

  （ 二 ）  認 可 を 得 ず に 商 業 銀 行 の 株 式 総 額 の 5％ 以 上 の 株 式 を 購 入 し た 場 合   

 

  （ 三 ）  個 人 の 名 義 で 口 座 を 開 設 し 、 単 位 の 資 金 を 預 け 入 れ て い る 場 合   

 

  第 八 十 条  商 業 銀 行 が 規 定 に 従 い 、 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 に 関 係 文

書 、資 料 を 提 出 し な い 場 合 は 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 是 正 を 命 じ 、期

限 内 に 是 正 し な い と き は 、 人 民 元 1 0万 元 以 上 3 0万 元 以 下 の 過 料 に 処 す る 。   

 

  商 業 銀 行 が 規 定 に 従 い 、 中 国 人 民 銀 行 に 関 係 文 書 、 資 料 を 提 出 し な い 場 合 は 、

中 国 人 民 銀 行 が 是 正 を 命 じ 、期 間 を 超 過 し て も 是 正 し な い と き は 、人 民 元 1 0万 元

以 上 3 0万 元 以 下 の 過 料 に 処 す る 。   

 

  第 八 十 一 条  中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 の 認 可 を 得 ず に 無 断 で 商 業 銀 行

を 設 立 し 、 又 は 不 法 に 公 衆 個 人 の 預 金 を 受 け 入 れ 若 し く は 形 を 変 え て 公 衆 個 人

の 預 金 を 受 け 入 れ 、犯 罪 を 構 成 す る と き は 、法 に 基 づ き 刑 事 責 任 を 追 及 し 、か つ

中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 が 取 り 締 ま る 。   

 

  商 業 銀 行 経 営 許 可 証 を 偽 造 し 、変 造 し 、譲 渡 し 、犯 罪 を 構 成 す る と き は 、法 に

基 づ き 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。   

 

  第 八 十 二 条  借 入 人 が 詐 欺 的 手 段 に よ り 貸 付 金 を 詐 取 し 、犯 罪 を 構 成 す る 場 合

は 、 法 に 基 づ き 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。   



49 
 

 

  第 八 十 三 条  本 法 第 八 十 一 条 、第 八 十 二 条 に 定 め る 行 為 に 該 当 す る も 、犯 罪 を

構 成 す る に 及 ば な い 場 合 は 、 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 関 が 違 法 所 得 を 没 收

し 、違 法 所 得 が 人 民 元 5 0万 元 以 上 の と き は 、違 法 所 得 の 同 額 以 上 5倍 以 下 の 過 料

を 併 科 す る 。違 法 所 得 が な い 又 は 違 法 所 得 が 人 民 元 5 0万 元 に 満 た な い と き は 、人

民 元 5 0万 元 以 上 2 0 0万 元 以 下 の 過 料 に 処 す る 。   

 

  第 八 十 四 条  商 業 銀 行 の 職 員 が 職 務 上 の 便 宜 を 利 用 し 、賄 賂 を 要 求 も し く は 受

領 し 、又 は 国 の 規 定 に 違 反 し 各 種 名 目 の リ ベ ー ト 、手 数 料 を 収 受 し 、犯 罪 を 構 成

す る 場 合 は 、 法 に 基 づ き 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。 犯 罪 を 構 成 す る に 及 ば な い 場 合

は 、 規 律 処 分 に 処 さ な け れ ば な ら な い 。   

 

  前 項 の 行 為 が あ り 、貸 付 を 行 い 、又 は 担 保 を 提 供 し 、損 失 を も た ら し た と き は 、

賠 償 責 任 の 全 部 又 は 一 部 を 負 わ な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 八 十 五 条  商 業 銀 行 の 職 員 が 職 務 上 の 便 宜 を 利 用 し 、銀 行 又 は 顧 客 の 資 金 を

着 服 、流 用 、横 領 、犯 罪 を 構 成 す る 場 合 は 、法 に 基 づ き 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。犯

罪 を 構 成 す る に 及 ば な い 場 合 は 、 規 律 処 分 に 処 さ な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 八 十 六 条  商 業 銀 行 の 職 員 が 本 法 の 規 定 に 違 反 し 、職 務 怠 慢 に よ り 損 失 を も

た ら し た と き は 、規 律 処 分 に 処 さ な け れ ば な ら な い 。犯 罪 を 構 成 す る と き は 、法

に 基 づ き 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。   

 

  規 定 に 違 反 し 、私 的 に 親 族 、友 人 に 貸 付 を 行 い 、又 は 担 保 を 提 供 し 、損 失 を も

た ら し た と き は 、 賠 償 責 任 の 全 部 又 は 一 部 を 負 わ な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 八 十 七 条  商 業 銀 行 の 職 員 が 在 任 期 間 中 に 知 り 得 た 国 家 秘 密 、営 業 秘 密 を 漏

ら し た 場 合 は 、規 律 処 分 に 処 さ な け れ ば な ら な い 。犯 罪 を 構 成 す る と き は 、法 に

基 づ き 刑 事 責 任 を 追 及 す る 。   

 

  第 八 十 八 条  法 人 又 は 個 人 が 商 業 銀 行 に 貸 付 の 交 付 又 は 担 保 の 提 供 を 強 制 し

た と き は 、 直 接 の 責 任 を 有 す る 主 管 者 及 び そ の 他 の 直 接 責 任 者 又 は 個 人 を 規 律

処 分 に 処 さ な け れ ば な ら な い 。損 失 を も た ら し た と き は 、賠 償 責 任 の 全 部 又 は 一

部 を 負 わ な け れ ば な ら な い 。   

 

  商 業 銀 行 の 職 員 が 単 位 又 は 個 人 が 強 制 し た 貸 付 の 交 付 又 は 担 保 の 提 供 を 拒 ま

な い と き は 、規 律 処 分 に 処 さ な け れ ば な ら な い 。損 失 を も た ら し た と き は 、相 応

の 賠 償 責 任 を 負 わ な け れ ば な ら な い 。   

 

  第 八 十 九 条  商 業 銀 行 が 本 法 の 規 定 に 違 反 し た 場 合 、中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管
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理 機 関 は 情 状 に 応 じ て 、そ の 直 接 責 任 を 負 う 董 事 、高 級 管 理 職 の 就 任 資 格 を 一 定

期 間 乃 至 永 久 に 取 り 消 し 、直 接 責 任 を 負 う 董 事 、高 級 管 理 職 及 び そ の 他 の 直 接 責

任 者 が 銀 行 業 務 に 従 事 す る こ と を 一 定 期 間 乃 至 永 久 に 禁 止 す る こ と が で き る 。   

 

  商 業 銀 行 の 行 為 が 犯 罪 を 構 成 す る に 及 ば な い 場 合 は 、直 接 責 任 を 負 う 董 事 高 級

管 理 職 及 び そ の 他 の 直 接 責 任 者 に 対 し 警 告 を 与 え 、人 民 元 5万 元 以 上 5 0万 元 以 下

の 過 料 に 処 す る 。   

 

  第 九 十 条  商 業 銀 行 及 び そ の 職 員 は 中 国 国 務 院 銀 行 業 監 督 管 理 機 構 又 は 中 国

人 民 銀 行 の 処 罰 決 定 に 不 服 が あ る 場 合 は 、「 中 華 人 民 共 和 国 行 政 訴 訟 法 」 の 規 定

に 従 い 人 民 法 院 に 訴 訟 を 提 起 す る こ と が で き る 。   

 

  第 九 章 （ 附 則 ）   

 

  第 九 十 一 条  本 法 の 施 行 前 に 、中 国 国 務 院 の 規 定 に 従 い 認 可 を 得 て 設 立 さ れ た

商 業 銀 行 は 、 改 め て 審 査 ∙認 可 手 続 き を 必 要 と し な い 。   

 

  第 九 十 二 条  外 資 商 業 銀 行 、中 外 合 弁 商 業 銀 行 、外 国 商 業 銀 行 の 支 店 に も 本 法

の 規 定 を 適 用 し 、 法 律 、 行 政 法 規 に 別 段 規 定 が あ る 場 合 は 、 そ の 定 め に 従 う 。   

 

  第 九 十 三 条  都 市 信 用 合 作 社 、農 村 信 用 合 作 社 が 営 む 預 金 、貸 付 及 び 決 済 な ど

の 業 務 に は 、 本 法 の 関 係 規 定 を 適 用 す る 。   

 

  第 九 十 四 条  郵 政 企 業 が 商 業 銀 行 に 関 連 す る 業 務 を 行 う 場 合 は 、本 法 の 関 係 規

定 を 適 用 す る 。   

 

  第 九 十 五 条  本 法 は 1 9 9 5年 7月 1日 か ら 施 行 す る 。  
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第 2 章 金融改革における資金調達問題 

 中国経済は、目を見張る成長の中にあり、世界経済における存在感を増している。しか

し、中国経済のさらなる発展のためには、改革を継続することは欠かせない。 

 中国は今、大規模な金融改革の最中にある。金融改革は、政治は社会主義、経済は資本

主義と言われる中国にとって、経済の自由化の最も大きな課題となっている。生産部面で

の市場経済化とは異なり、金融システムは複雑であり、現代の金融システムは高度に発達

している。したがって、改革による現場への影響も予測できない。このため金融の改革を

政治主導で行うことには固有の困難が伴う。現実には、中国の金融改革は現在深刻な問題

を抱えているだけではなく、新しい問題さえ生み出している。 

中国経済が抱えている問題は、あまりにも特異な問題であり、先進資本主義国からは理

解されていないだけでなく、中国国内でも十分には理解されていない。それは政治が主導

して経済改革を行うことに伴う歪みである。経済の自生的な発展を前提に改革をしてきた

先進国経済とは異なり、政府はいわばゼロからの金融システム建設を行わなければならな

いのである。 

したがって、中国の金融改革の問題点は、社会主義の中国にとっては、最も難しい改革

と言える。この問題は、中国の今を見ただけでは理解できない。中国の社会主義国家建設

の歴史を振り返り、その性格を踏まえた上で、現在の中国が抱える問題に踏み込んでいき

たい。 

中国金融の歪みは、現在は資金調達問題に象徴的に表れている。資金調達問題は、中国

経済のバブルともつながり、中国のバブルは実体経済をゆがめ、危機を内包したものにな

っている。本稿では、中国の金融改革が抱えている深刻な問題に、資金調達の現場の状態

に立ち入って、分析していきたい。 

これによって、社会主義システムの下での経済の自由化の固有の困難を明らかにするた

めの一助としたい。 

（本章は、拙論「社会主義システムの中での中国の金融改革―資金調達問題を中心

に」、『政策科学学会年報』、第 5 号、2015 年 3 月を、修正したものである。） 

 

第 1 節 中国金融改革の原点－資源配分は行政の課題 

中国は建国以来、中央集権的な社会主義国家として経済建設を行ってきている。中国人

民銀行は、中国の建国(1949 年 10 月)以前の 1948 年 12 月に共産党の支配地域に建設され
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